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２
０
１
９
年 

京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
集
会
だ
よ
り
（
抜
粋
）
見
出
し

　

２
０
１
９
年
1
月
6
日
「
わ
が
福
音
」

２
０
１
９
年
1
月
13
日
「
神
の
義
、
神
の
愛
」（
ヨ
ハ
ネ
第
一
書
よ
り
）

２
０
１
９
年
1
月
20
日
「
聖
書
を
生
き
る
」
─
─
ピ
リ
ピ
書
─
─

２
０
１
９
年
1
月
27
日
「
ル
カ
伝
福
音
書
を
読
む
」（
ル
カ
伝
第
１
回
）

２
０
１
９
年
2
月
3
日
「
一
切
を
棄
て
て
イ
エ
ス
に
従
う
」（
ル
カ
伝
第
２
回
）

２
０
１
９
年
2
月
24
日
「
多
く
赦
さ
れ
た
る
者
は
、
多
く
愛
す
る
な
り
」（
ル
カ
伝
第
４
回
）

２
０
１
９
年
3
月
3
日
「
種
蒔
き
の
譬
話
よ
り
」（
ル
カ
伝
第
５
回
）

２
０
１
９
年
3
月
10
日
「
懼
る
な
、
た
だ
信
ぜ
よ
」（
ル
カ
伝
第
６
回
）

２
０
１
９
年
3
月
17
日
「
日
々
お
の
が
十
字
架
を
負
い
て
」（
ル
カ
伝
第
７
回
）

２
０
１
９
年
3
月
24
日
「
栄
光
の
イ
エ
ス
（
山
上
の
変
貌
）」（
ル
カ
伝
第
８
回
）

２
０
１
９
年
3
月
31
日
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
栄
光
と
望
み
」
─
─
人
生
は
神
讃
美
─
─

２
０
１
９
年
4
月
7
日
「
弟
子
の
派
遣
」（
ル
カ
伝
第
9
回
）

２
０
１
９
年
4
月
21
日
「
永
遠
の
生
命
（
真
の
霊
的
生
命
）
を
生
き
る
」（
レ
ジ
ュ
メ
）

２
０
１
９
年
4
月
28
日
「
も
っ
と
も
大
切
な
律
法
」（
ル
カ
伝
第
10
回
）

２
０
１
９
年
5
月
5
日
「
求
め
の
切
な
る
に
よ
り
」（
ル
カ
伝
第
11
回
）

２
０
１
９
年
5
月
26
日
「
此
の
火
す
で
に
燃
え
た
ら
ん
に
は
」（
ル
カ
伝
第
12
回
）

２
０
１
９
年
6
月
2
日
「
聖
霊
の
火
」（
ル
カ
伝
第
13
回
）

２
０
１
９
年
6
月
9
日
「
助
け
主
、
真
理
の
御
霊
」
な
る
聖
霊

２
０
１
９
年
6
月
16
日
（
わ
が
福
音
）

２
０
１
９
年
6
月
23
日
（
我
々
の
目
標
）

２
０
１
９
年
6
月
30
日
（
キ
リ
ス
ト
一
筋
で
生
き
る
）

２
０
１
９
年
7
月
7
日
（
キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い
）

２
０
１
９
年
7
月
14
日
（
主
の
道
を
歩
む
）

２
０
１
９
年
7
月
28
日
（
主
様
と
一
如
）

２
０
１
９
年
8
月
2
日
（
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
を
）

２
０
１
９
年
8
月
4
日
（
聖
書
に
お
け
る
『
自
由
』、
キ
リ
ス
ト
の
賜
う
『
自
由
』）

２
０
１
９
年
8
月
18
日
（
善
き
業
を
始
め
給
い
し
者
）

２
０
１
９
年
9
月
1
日
（
主
を
悦
ば
せ
ん
が
為
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
９
年
京
都
夏
季
福
音
特
別
集
会　
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
「
祈
り
」
の
視
点
か
ら
の
「
み
言
葉
集
」
―
―
―

２
０
１
９
年
9
月
8
日
（
最
も
尊
敬
す
る
人
物
の
一
人
）
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２
０
１
９
年
9
月
15
日
（
衡
平
君
の
昇
天
を
通
し
て
）

２
０
１
９
年
9
月
22
日
（
内
な
る
人
は
日
々
に
新
あ
ら
た）

２
０
１
９
年
9
月
29
日
（
聖
霊
の
感
動
）

２
０
１
９
年
10
月
6
日
（
十
字
架
、
聖
霊
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
）

２
０
１
９
年
10
月
20
日
（
第
二
の
創
造
）

２
０
１
９
年
10
月
27
日
（
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
直
伝
）

２
０
１
９
年
11
月
3
日
（
聖
書
は
主
と
出
会
う
書
）

２
０
１
９
年
11
月
10
日
（
御
霊
の
賜
う
一
致
）

２
０
１
９
年
11
月
17
日
（
新
生
命
を
賜
わ
っ
た
者
）

２
０
１
９
年
11
月
24
日
（
聖
書
の
御
言
葉
に
熱
中
）

２
０
１
９
年
12
月
1
日
（
祈
り
の
集
会
）

２
０
１
９
年
12
月
15
日
（
家
庭
集
会
が
祈
り
の
拠
点
）
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わ
が
福
音

２
０
１
９
年
1
月
6
日

聖
書
朗
読　
①
マ
タ
イ
伝
4
章
1
～
4
節　
②
ヨ
ハ
ネ
伝
6
章
41
～
59
節

奥
田
先
生
は
、京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
が
後
世
に
続
い
て
い
く
為
に
、集
会
員
に
対
し
て
、い
く
つ
か
の
願
い・

課
題
を
伝
え
ら
れ
た
。

課
題
：
聖
書
を
閉
じ
た
ま
ま
、
聖
句
を
書
き
出
す
（
御
言
葉
と
一
つ
と
な
る
為
）。

一
年
に
一
人
を
（
キ
リ
ス
ト
に
導
く
）。
一
年
に
一
人
に
（
キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い
人
に
伝
え
る
）。

願
い
：
御
言
葉
の
中
に
生
命
が
あ
る
。
御
言
葉
と
共
な
る
生
活
を
し
て
欲
し
い
（
理
論
的
に
強
く
な
る
必

要
は
な
い
）。

集
会
後
の
談
話
：
自
分
な
き
後
の
集
会
は
、
全
員
野
球
で
持
ち
回
り
で
運
営
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
。
そ

の
為
に
は
、
キ
リ
ス
ト
の
聖
霊
の
火
が
そ
の
人
の
内
に
燃
え
て
い
な
け
れ
ば
、
実
質
運
営
は
で
き
な
い
。

願
う
こ
と
は
た
だ
、

「
こ
の
火
す
で
に
燃
え
た
ら
ん
に
は
、
我
何
を
か
要
せ
ん
。
さ
れ
ど
、
我
に
は
受
く
べ
き
バ

プ
テ
ス
マ
あ
り
」

「
聖
霊
の
火
が
既
に
燃
え
て
い
た
ら
と
、ど
ん
な
に
願
っ
て
い
る
こ
と
か
。
し
か
し
、そ
の
為
に
は
、

私
に
は
受
け
る
べ
き
十
字
架
が
あ
る
」

と
。
我
々
が
御
言
葉
と
一
つ
と
な
っ
て
、
そ
の
言
葉
に
支
え
ら
れ
て
生
活
し
、
人
の
為
に
働
く
人
と
な
れ

ば
（
十
字
架
を
担
う
生
き
方
と
な
れ
ば
）、
主
は
我
々
の
内
に
聖
霊
の
火
と
な
っ
て
働
か
れ
る
。

主
は
何
故
、
聖
霊
の
火
と
な
っ
て
我
々
の
内
で
燃
え
た
い
と
願
わ
れ
る
の
か
？

そ
れ
は
、
神
と
の
交
わ
り
の
中
で
、
永
遠
に
続
く
欠
け
る
こ
と
な
き
幸
福
で
我
々
を
満
た
し
た
い
か
ら
。

そ
う
し
て
主
に
救
わ
れ
た
者
は
、
主
の
福
音
を
世
に
告
げ
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
を
罪
か
ら

離
れ
さ
せ
、
神
の
御
国
に
招
き
入
れ
る
使
命
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
。
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神
の
義
、
神
の
愛
（
ヨ
ハ
ネ
第
一
書
よ
り
）

２
０
１
９
年
1
月
13
日

聖
書
朗
読　
ヨ
ハ
ネ
第
一
書
2
章
7
～
17
節

寒
さ
の
中
で
、
京
都
の
鴨
川
で
は
ユ
リ
カ
モ
メ
が
群
れ
を
な
し
て
川
面
に
降
り
て
ゆ
く
。
川
の
清
掃
が

行
き
届
き
、
冬
に
渡
っ
て
来
る
鳥
た
ち
が
増
え
た
よ
う
で
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。

こ
の
と
こ
ろ
つ
く
づ
く
思
う
。
私
た
ち
の
集
会
は
、
世
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
く
、
世
の
思
い
で
開
か

れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
。
今
日
、
奥
田
先
生
は
、
集
会
の
最
初
か
ら
、
私
た
ち
の
こ
の
世
で
の
立
ち

位
置
を
話
し
出
さ
れ
た
。

「
な
ん
じ
ら
世
を
も
世
に
あ
る
物
を
も
愛
す
な
。
人
も
し
世
を
愛
せ
ば
、
御
父
を
愛
す
る
愛

そ
の
衷
に
な
し
。」（
ヨ
ハ
ネ
第
一
2･
15
）

「
汝
ら
は
死
に
た
る
者
に
し
て
、
其
の
生
命
は
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
神
の
中
に
隠
れ
在
れ
ば

な
り
。」（
コ
ロ
サ
イ
3･

3
）

そ
の
あ
と
も
、
次
か
ら
次
へ
と
御
言
葉
が
展
開
し
て
い
き
自
在
に
語
り
出
さ
れ
る
。
御
言
葉
の
豊
か
な

蓄
え
を
私
た
ち
も
学
ば
な
け
れ
ば
と
思
う
。
先
生
は
、
今
日
、
私
た
ち
が
御
言
葉
を
豊
か
に
身
に
付
け
る

事
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
試
み
と
し
て
、「
義
」
と
「
愛
」
が
出
て
く
る
新
約
聖
書
の
箇
所
を
、
先
ず
は
手

ぶ
ら
で
思
い
浮
か
べ
、
次
い
で
、
そ
の
聖
句
を
聖
書
か
ら
書
き
出
し
て
み
る
事
を
勧
め
ら
れ
た
。「
愛
」
は
、

今
日
読
ん
だ
ヨ
ハ
ネ
書
簡
に
た
く
さ
ん
出
て
く
る
の
で
浮
か
ん
で
来
そ
う
だ
が
、「
義
」
と
「
神
の
義
」
と

な
る
と
ど
う
だ
ろ
う
。

１　
義
、
神
の
義

「
神
の
義
は
そ
の
福
音
の
う
ち
に
顕
れ
、信
仰
よ
り
出
で
て
信
仰
に
進
ま
し
む
。
録
し
て『
義

人
は
信
仰
に
よ
り
て
生
く
べ
し
』
と
あ
る
如
し
。」（
ロ
マ
1
・
17
）

「
然
る
に
今
や
律
法
の
ほ
か
に
神
の
義
は
顕
れ
た
り
、
…
…
」（
ロ
マ
3
・
21
）

「
凡
て
の
人
、
罪
を
犯
し
た
れ
ば
神
の
栄
光
を
受
く
る
に
足
ら
ず
、
功
な
く
し
て
神
の
恩
恵

に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
あ
る
贖
罪
に
よ
り
て
義
と
せ
ら
る
る
な
り
。」（
同
章
23
、

24
節
）

２　
愛「愛

と
い
ふ
は
、
我
ら
神
を
愛
せ
し
に
あ
ら
ず
、
神
わ
れ
ら
を
愛
し
、
そ
の
子
を
遣つ
か
わし

て

我
ら
の
罪
の
た
め
に
宥な
だ
めの
供そ
な
え
も
の物と
な
し
給
ひ
し
是
な
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
第
一
4
・
10
）

「
主
は
我
ら
の
為
に
生
命
を
捨
て
た
ま
へ
り
、
之
に
よ
り
て
愛
と
い
ふ
こ
と
を
知
り
た
り
、

我
等
も
ま
た
兄
弟
の
た
め
に
生
命
を
捨
つ
べ
き
な
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
第
一
3
・
16
）

「
愛
に
は
懼お
そ
れな

し
、
全
き
愛
は
懼
を
除
く
」（
ヨ
ハ
ネ
第
一
4
・
18
）

更
に
先
生
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
３
つ
の
勧
め
と
し
て
、
感
謝
、
讃
美
、
キ
リ
ス
ト
へ
の
全
托
を
挙
げ

ら
れ
た
。「

ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
」

の
心
で
あ
る
。新
し
い
年
が
始
ま
っ
た
。年
頭
に
当
た
り
、各
自
が
今
年
の
伝
道
の
こ
こ
ろ
ざ
し
を
立
て
、日
々

の
祈
り
の
課
題
と
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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聖
書
を
生
き
る

─
─
ピ
リ
ピ
書
─
─

２
０
１
９
年
1
月
20
日

聖
書
朗
読　
（
１
）
マ
タ
イ
伝
7
章
13
、
14
節
、（
２
）
ピ
リ
ピ
書
1
章
20
、
21
節

「
我
が
身
に
よ
り
て
キ
リ
ス
ト
の
崇あ
が

め
ら
れ
給
わ
ん
こ
と
を
切
に
願
い
、
ま
た
望
む
と
こ
ろ

に
適か
な
え
る
な
り
」（
ピ
リ
ピ
１
・
20
）

先
生
は
、
救
い
の
こ
と
を
日
光
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
教
え
を
本
の
中
や
、
召
団
の
壁
の
内
側
に
閉
じ
込
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
自
身
の

た
め
に
時
々
取
り
出
し
て
、
そ
れ
か
ら
ま
た
大
事
に
し
ま
い
こ
ん
で
お
く
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
日
常
生

活
を
清
め
、
ど
ん
な
実
務
上
の
取
引
に
も
、
ま
た
私
た
ち
の
ど
ん
な
社
交
関
係
に
も
顕
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

聖
書
を
生
き
る
と
は
、
外
部
か
ら
形
づ
く
ら
れ
て
着
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
内
部
か
ら
輝
き
出
る

も
の
で
す
。
も
し
わ
た
し
た
ち
が
、
人
を
イ
エ
ス
様
の
道
に
導
こ
う
と
望
む
な
ら
、
御
言
葉
と
御
霊
が
私

達
自
身
の
心
の
う
ち
に
宿
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

み
こ
と
ば・み
た
ま
を
宿
す
者
は
、
神
の
子
ら
し
く
生
き
る
こ
と
で
す
。
矛
盾
の
な
い
生
活
、
清
い
行
状
、

変
わ
ら
な
い
誠
実
、
積
極
的
で
情
け
深
い
精
神
、
敬
虔
な
模
範
、
一
貫
性
、
真
実
味
、
信
頼
感
、
配
慮
、
愛
、

陰
口
な
ど
を
言
わ
な
い
姿
、
他
の
人
を
励
ま
そ
う
と
す
る
態
度
、
こ
う
し
た
も
の
が
世
に
光
を
伝
え
る
手

段
で
す
。

２
０
１
９
年
、
奥
田
昌
道
先
生
み
こ
と
ば
100
選
、
か
る
た
大
会
を
企
画
し
ま
し
ょ
う
。
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ル
カ
伝
福
音
書
を
読
む
（
ル
カ
伝
第
１
回
）

２
０
１
９
年
1
月
27
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
5
章
1
～
11
節

今
日
か
ら
、「
ル
カ
伝
福
音
書
」
の
第
１
回
講
筵
が
始
ま
り
ま
し
た
。
５
章
1
節
か
ら
10
節
に
は
、
不
思

議
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
漁
師
の
ペ
テ
ロ
が
一
晩
中
か
か
っ
て
漁
を
し
た
が
、
１
匹
の
魚
も
捕
れ

な
か
っ
た
の
に
、
素
人
で
あ
る
イ
エ
ス
が
、

「
沖
に
漕
ぎ
出
し
て
網
を
降
ろ
し
、
漁
を
し
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
て
、
ペ
テ
ロ
が
そ
の
言
葉
に
「
は
い
」
と
素
直
に
従
っ
て
網
を
降
ろ
す
と
大
漁
に
な
り
、
そ
の

後
一
切
を
捨
て
て
イ
エ
ス
に
従
っ
た
と
い
う
記
事
で
す
。
こ
こ
に
は
、
み
言
葉
に
従
っ
て
行
動
す
る
と
、

自
然
法
則
を
突
き
破
っ
た
法
則
が
働
く
こ
と
、
霊
の
法
則
が
自
然
法
則
を
突
き
破
っ
て
現
れ
、
奇
跡
の
世

界
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
世
に
は
、
自
然
の
法
則
が
働
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
人
は
、
自
分
が
蒔ま

い
た
種
を
自
分
の

責
任
で
刈
り
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
責
任
を
神
様
に
帰
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

「
神
は
、
人
か
ら
侮
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
は
、
自
分
の
蒔
い
た
も
の
を
、
ま
た

刈
り
取
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
自
分
の
肉
に
蒔
く
者
は
、
肉
か
ら
滅
び
を
刈
り
取
り
、

霊
に
蒔
く
者
は
、
霊
か
ら
永
遠
の
命
を
刈
り
取
り
ま
す
。」

と
ガ
ラ
テ
ヤ
書
6
章
7
～
8
節
に
あ
る
と
お
り
で
す
。

し
か
し
、
自
分
の
蒔
い
た
種
を
背
負
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た

時
に
は
、
謙
虚
に
反
省
し
て
、

「
主
様
、
ど
う
か
お
助
け
く
だ
さ
い
」

と
主
様
に
全
托
し
て
く
だ
さ
い
。
主
様
は
、
十
字
架
の
も
と
に
ひ
れ
伏
し
た
者
を
抱
き
取
っ
て
、
自
然
法

則
を
超
え
た
霊
の
法
則
を
働
か
さ
れ
、
艱
難
を
乗
り
越
え
て
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
変
貌
さ
せ
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
霊
法
の
世
界
に
入
る
た
め
に
は
、
富
や
才
能
な
ど
自
分
が
最
後
の
拠
り
所
と
し
て
い
る
も

の
を
全
て
手
放
し
て
神
様
に
お
返
し
す
る
、
自
分
へ
の
執
着
を
捨
て
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
ま
す
。

マ
ル
コ
伝
10
章
17
節
以
下
の
富
め
る
青
年
の
話
は
、
そ
の
消
息
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
、
信
仰
深

い
青
年
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
自
分
自
身
が
目
的
で
、
神
様
が
手
段
で
あ
っ
た
の
で
す
。

霊
法
の
世
界
に
入
る
こ
と
は
、
決
し
て
特
別
な
修
行
を
す
る
訳
で
は
な
く
、
ペ
テ
ロ
の
よ
う
に
、
古
い

自
分
を
捨
て
て
キ
リ
ス
ト
に
従
い
、
キ
リ
ス
ト
の
証
し
人
に
な
る
こ
と
で
す
。
い
つ
も
言
う
よ
う
に
、

「
我
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
十
字
架
に
付
け
ら
れ
た
り
。
も
は
や
我
生
く
る
に
あ
ら
ず
、
キ
リ

ス
ト
我
が
内
に
あ
り
て
生
く
る
な
り
。」（
ガ
ラ
テ
ヤ
２
・
20
）

の
境
地
に
達
す
る
こ
と
で
す
。
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一
切
を
棄
て
て
イ
エ
ス
に
従
う
（
ル
カ
伝
第
２
回
）

２
０
１
９
年
2
月
3
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
5
章
17
～
28
節

聖
書
を
本
当
に
読
む
為
に
は
、
主
の
聖
霊
に
満
た
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
為
に
は
、
日
々
の
生
活

を
主
と
共
に
歩
み
、自
分
の
能
力
や
正
し
さ
の
限
界
を
知
り
、主
に
助
け
を
求
め
る
人
と
な
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
祈
り
の
時
間
（
主
と
の
交
わ
り
の
時
間
）
を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
主
に
似
た
者
に
変

え
ら
れ
て
い
き
、
聖
書
を
読
む
こ
と
も
、
祈
る
こ
と
も
、
働
く
こ
と
も
、
讃
美
す
る
こ
と
も
、
そ
の
人
に
と
っ

て
自
然
な
こ
と
・
嬉
し
い
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、我
々
は
、こ
の
世
に
い
て
肉
体
を
持
つ
限
り
、絶
え
ず
罪
（
神
の
御
心
を
退
け
て
、自
分
の
意
志
に
従
っ

て
生
き
る
こ
と
。
そ
の
よ
う
に
し
て
幸
せ
を
得
よ
う
と
考
え
る
こ
と
）
の
誘
惑
に
さ
ら
さ
れ
る
。
こ
の
誘
惑
に
打

ち
勝
っ
て
霊
的
成
長
を
遂
げ
る
為
に
も
、
祈
り
に
よ
っ
て
主
と
交
わ
り
、
導
き
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

一
切
を
棄
て
て
イ
エ
ス
に
従
う
：
パ
ウ
ロ
や
サ
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
は
、
実
際
に
そ
の
よ
う
に
生
き
た
。

使
徒
達
も
殉
教
す
る
ま
で
、
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
伝
え
続
け
た
。
こ
の
よ
う
に
な
る
に
は
、
主
の
聖
霊
を

豊
か
に
受
け
な
い
限
り
、
絶
対
不
可
能
で
あ
る
。

サ
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
言
葉
：

「
自
分
自
身
の
内
的
生
活
の
中
で
、
主
の
神
性
を
体
験
す
る
こ
と
も
な
く
キ
リ
ス
ト
に
従
っ
て
い

る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
今
も
沢
山
い
る
。
こ
の
た
め
に
彼
ら
は
堕
落
す
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

キ
リ
ス
ト
と
は
二
千
年
前
に
生
き
て
死
ん
だ
偉
人
の
一
人
ぐ
ら
い
に
し
か
考
え
な
い
。
だ
が
、

心
底
悔
い
改
め
祈
る
者
に
対
し
て
、
主
は
聖
パ
ウ
ロ
に
向
け
ら
れ
た
栄
光
と
力
の
中
で
、
ふ
た

た
び
ご
出
現
に
な
る
。
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
と
の
交
わ
り
を
新
た
に
し
、
聖
霊
の
力
に
よ
っ
て
忠

実
に
、
死
ぬ
ま
で
主
に
お
仕
え
す
る
。」

キ
リ
ス
ト
：

「
わ
た
し
が
洗
礼
を
受
け
罪
人
の
救
い
の
た
め
の
十
字
架
を
身
に
負
っ
た
そ
の
と
き
に
天
が
開
か

れ
、
三
十
三
年
に
わ
た
り
背
負
っ
た
十
字
架
と
そ
の
上
で
の
死
に
よ
っ
て
、
罪
の
た
め
に
そ
れ

ま
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
天
が
、
信
じ
る
者
の
た
め
に
永
遠
に
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
、

信
じ
る
者
は
自
分
の
十
字
架
を
と
っ
て
わ
た
し
に
従
う
や
否
や
、
わ
た
し
を
通
し
て
天
界
に
入

り
、
こ
の
世
で
は
理
解
で
き
な
い
あ
の
計
り
難
き
至
福
を
歓
び
始
め
る
。
わ
た
し
は
子
供
た
ち

に
苦
し
み
の
中
で
の
安
ら
ぎ
、
完
全
な
幸
せ
と
平
和
を
与
え
る
。
歓
び
を
も
っ
て
わ
が
十
字
架

を
と
る
者
は
、
そ
の
十
字
架
に
よ
っ
て
も
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
の
十
字
架
に
支
え
ら
れ
た
ま
ま
、

つ
い
に
は
天
界
に
入
る
。」
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多
く
赦
さ
れ
た
る
者
は
、
多
く
愛
す
る
な
り
（
ル
カ
伝
第
４
回
）２

０
１
９
年
2
月
24
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
6
章
46
～
49
節

今
日
の
京
都
は
、
朝
の
う
ち
は
冷
た
か
っ
た
も
の
の
、
外
の
光
は
優
し
く
き
ら
め
き
、
次
第
に
気
温
も

上
昇
し
て
春
の
到
来
を
間
近
に
感
じ
さ
せ
る
穏
や
か
な
日
で
し
た
。

最
近
の
先
生
の
ご
講
筵
は
、
い
よ
い
よ
は
っ
き
り
と
私
た
ち
の
目
指
す
べ
き
と
こ
ろ
を
語
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
そ
の
核
心
は
、
私
た
ち
が
、
様
々
の
困
難
な
出
来
事
に
出
会
っ
た
と
き
に
、
常
に

「
主
様
、
あ
な
た
は
私
に
何
を
求
め
て
お
ら
れ
ま
す
か
。」

と
い
う
角
度
か
ら
主
様
に
向
き
あ
っ
て
い
る
か
否
か
で
す
。
主
様
が
自
分
に
何
を
し
て
く
だ
さ
る
の
か
と

い
う
「
地
の
次
元
」
か
ら
主
様
を
求
め
て
い
る
と
、い
つ
ま
で
経
っ
て
も
本
物
を
掴
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

人
が
人
生
の
分
岐
点
に
立
っ
た
時
に
、「
天
の
次
元
」（
主
の
御
心
）
か
ら
出
発
す
る
の
か
、
自
分
か
ら
出
発

す
る
の
か
、
そ
の
決
断
は
極
め
て
重
大
で
、
正
し
く
選
択
し
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
選
択

を
誤
り
、
主
様
を
自
分
の
た
め
の
手
段
や
ご
利
益
の
対
象
と
す
る
と
、
現
象
面
に
一
喜
一
憂
し
て
本
当
の

世
界
に
至
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

主
様
を
第
一
と
す
る
生
き
方
を
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
、
キ
リ
ス
ト
は
、「
神
様
よ
り
も
自
分
を
大
事
に

す
る
」
自
己
中
心
的
な
者
で
あ
る
私
を
無
条
件
に
許
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
深
く
自
覚
す
る
こ
と
、

「
主
様
、
あ
な
た
の
十
字
架
な
く
し
て
は
、
私
は
あ
な
た
の
前
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」

と
い
う
ひ
れ
伏
し
の
姿
勢
で
あ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

主
様
は
、自
分
の
全
存
在
を
投
げ
出
し
て
い
る
者
に
対
し
て
働
か
れ
、様
々
な
不
思
議
な
業
を
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
主
様
か
ら
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
多
い
人
ほ
ど
、
主
様
の
愛
を
実
感
し
、
ど
ん
な
苦
難
の
道
が

与
え
ら
れ
よ
う
と
も
、
黙
々
と
主
様
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
常
に

「
聖
書
を
生
き
、
キ
リ
ス
ト
を
生
き
る
」

生
活
を
し
て
い
る
か
を
問
い
直
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
と
同
じ
道
を
歩
む
使
命
が
あ
り
ま
す
。

主
キ
リ
ス
ト
（
主
様
）
は
、
聖
書
を
通
し
て
人
の
進
む
べ
き
正
し
い
道
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
、
こ
の
お
方
に
人
生
を
托
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。
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種
蒔
き
の
譬

た
と
え

話
よ
り
（
ル
カ
伝
第
５
回
）

２
０
１
９
年
3
月
3
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
8
章
1
～
15
節

「
岩
の
上
に
落
ち
し
種
あ
り
、
生
え
出
で
た
れ
ど
潤う
る
お
い澤
な
き
に
よ
り
て
枯
る
。
茨
の
中
に
落

ち
し
種
あ
り
、
茨
も
共
に
生
え
出
で
て
之
を
塞ふ
さ

ぐ
。
良
き
地
に
落
ち
し
種
あ
り
、
生
え
出

で
て
百
倍
の
実
を
結
べ
り
」（
ル
カ
8
・
6
～
8
）

先
生
は
、
御
言
葉
に
感
動
し
、
先
生
の
言
わ
れ
る
告
白
を
喜
ん
で
聞
い
て
い
な
が
ら
、
聖
霊
様
の
内
住

に
身
を
任
せ
な
か
っ
た
人
々
の
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

主
様
の
恵
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
こ
れ
ま
で
自
分
の
魂
を
支
配
し
て
い
た
悪
し
き
力
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

彼
ら
は
神
の
愛
を
喜
ん
だ
。
し
か
し
、
岩
の
上
に
落
ち
た
種
（
御
言
葉
）
が
根
を
下
ろ
し
得
な
か
っ
た
よ
う

に
、
心
が
岩
の
よ
う
に
堅
い
た
め
に
、
御
言
葉
が
実
を
結
ぶ
に
至
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
心
の
中
に
キ
リ

ス
ト
様
に
住
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に
日
々
自
分
自
身
を
神
様
に
委
ね
る
こ
と
を
せ
ず
、
か
た
く
な
に
な
っ

た
。
心
が
か
た
く
な
に
な
る
の
は
、
光
を
こ
ば
む
か
ら
で
す
。（
わ
た
し
な
ん
か
は
）
こ
の
過
程
は
徐
々
で
ほ

と
ん
ど
気
が
つ
か
な
い
場
合
が
多
い
。
光
は
聖
書
の
御
言
葉
を
通
し
、
先
生
の
告
白
を
通
し
、
あ
る
い
は

御み
た
ま霊

様
の
直
接
の
働
き
に
よ
っ
て
魂
に
の
ぞ
む
。
し
か
し
、
ひ
と
す
じ
の
光
が
無
視
さ
れ
る
と
、
霊
的
知

覚
力
が
部
分
的
に
麻
痺
し
、
次
に
光
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
前
ほ
ど
は
っ
き
り
み
と
め
ら
れ
な

く
な
る
。
こ
う
し
て
暗
さ
が
増
し
、
つ
い
に
は
魂
に
夜
が
訪
れ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
唯
一
の
防
備
は
、
心
の
う
ち
に
（
十
字
架
・
聖
霊
の
）
キ
リ
ス
ト
様
に
内
住
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。
主
様
と
の
い
の
ち
の
つ
な
が
り
を
も
た
な
い
か
ぎ
り
、
わ
た
し
た
ち
は
、
利
己
主
義
、
放
縦
、

罪
へ
の
誘
惑
な
ど
の
穢け
が

れ
た
影
響
に
抵
抗
で
き
な
い
。

キ
リ
ス
ト
様
を
個
人
的
に
知
り
、
た
え
ず
集
会
で
御
霊
様
と
交
わ
っ
て
い
れ
ば
、
護
ら
れ
百
倍
の
實
を

結
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す　
平
安
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懼
る
な
、
た
だ
信
ぜ
よ
（
ル
カ
伝
第
６
回
）

２
０
１
９
年
3
月
10
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
8
章
40
～
56
節

奥
田
先
生
は
、
今
後
の
集
会
の
在
り
方
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
熱
い
思
い
を
伝
え
ら
れ
た
。

「
主
が
し
て
く
だ
さ
っ
た
事
を
、
事
実
を
事
実
と
し
て
、
告
白
・
証
言
し
て
欲
し
い
」

「
集
会
は
、
頂
い
た
恵
み
を
皆
が
持
ち
寄
っ
て
作
り
上
げ
る
も
の
。
皆
で
主
を
讃
美
す
る
場
所
」

「
集
会
は
生
き
物
、筋
書
き
の
な
い
ド
ラ
マ
。
人
間
の
側
で
主
の
無
限
無
量
の
働
き
を
妨
げ
な
い
」

「
主
よ
、
ど
う
ぞ
お
働
き
く
だ
さ
い
、
御
言
葉
と
共
に
歩
ま
せ
て
く
だ
さ
い
と
願
っ
て
行
こ
う
。

集
会
が
生
ま
れ
変
わ
る
よ
う
に
。」

先
生
は
、
集
会
を
皆
で
作
り
上
げ
た
い
、
各
人
が
主
か
ら
頂
い
た
恵
み
を
皆
の
霊
的
成
長
の
為
に
証
し

し
て
欲
し
い
と
強
く
願
っ
て
お
ら
れ
る
。

司
会
者
も
全
く
同
感
で
、
先
生
の
願
い
が
叶
わ
な
い
な
ら
、
召
団
に
未
来
は
な
く
、
主
が
悲
し
ま
れ
る

に
違
い
な
い
。
主
に
救
わ
れ
た
我
々
は
、た
だ
自
分
の
救
い
と
幸
せ
の
為
だ
け
に
主
を
求
め
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
利
己
主
義
と
変
わ
り
な
く
、
い
ず
れ
我
々
は
霊
的
に
自
殺
す
る
こ
と
に
な
る
。
主
（
十
字
架
を
担

う
生
き
方
）
を
求
め
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
に
反
す
る
よ
う
に
利
己
的
に
生
き
る
な
ら
、
我
々
は
幹
か
ら
切
り

離
さ
れ
た
枯
れ
枝
と
同
じ
く
生
命
が
枯
渇
し
腐
っ
て
し
ま
う
運
命
に
あ
る
。

サ
ン
ダ
ー
・
シ
ン
グ
の
言
葉
：

　
「
利
己
主
義
も
ま
た
、
あ
る
意
味
で
の
自
殺
で
あ
る
。
神
は
人
助
け
に
使
え
る
何
ら
か
の
素
質

や
能
力
を
誰
に
で
も
お
与
え
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
、
人
助
け
を
し
て
い
る
と

き
に
新
し
い
歓
び
を
知
り
、ま
た
自
分
自
身
を
も
助
け
る
。こ
れ
は
内
な
る
存
在
の
法
則
で
あ
る
。

他
を
助
け
な
け
れ
ば
、
こ
の
歓
び
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
自
分
と
同
じ
よ
う
に
隣
人
を
愛
す
る

こ
と
が
な
け
れ
ば
、
神
に
背
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
背
き
に
よ
っ
て
、
霊
魂
の

糧
そ
の
も
の
で
あ
る
歓
喜
が
失
わ
れ
、
霊
の
飢
え
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
自
分
を
殺
す
こ
と
に

な
る
。
利
己
的
人
間
は
自
分
の
益
の
た
め
に
働
い
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
が
、
知
ら
ず
に

自
分
自
身
に
大
き
な
損
失
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
誰
も
が
心
を
改
め
て
利
己
主
義
を
捨
て

去
れ
ば
、
こ
の
世
の
す
べ
て
の
紛
争
や
諍
い
さ
かい

は
な
く
な
り
、
地
上
も
天
国
と
化
す
だ
ろ
う
。
す

べ
て
罪
は
利
己
主
義
か
ら
く
る
の
で
あ
る
。「
自
分
を
捨
て
、
わ
た
し
に
つ
い
て
き
な
さ
い
」
と

主
が
お
命
じ
に
な
っ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。」

　
「
最
大
の
奇
蹟
は
人
の
中
の
「
新
生
」
で
あ
る
。
こ
の
奇
蹟
を
体
験
し
た
者
に
は
他
の
こ
と
す

べ
て
が
可
能
に
な
る
。」
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日
々
お
の
が
十
字
架
を
負
い
て
（
ル
カ
伝
第
７
回
）

２
０
１
９
年
3
月
17
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
9
章
18
～
27
節

「
人
も
し
我
に
従
い
来
ら
ん
と
思
わ
ば
、
己
を
す
て
、
日
々
お
の
が
十
字
架
を
負
い
て
我
に

従
え
」（
ル
カ
伝
9
・
23
）

「
か
ら
だ
で
聖
書
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
の
現
実
は
こ
れ
で
す
。
わ
た
し
に
お
い
て
も
実

現
し
ま
す
」

と
先
生
は
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

イ
エ
ス
様
は
、
非
難
と
侮
辱
の
生
涯
を
送
り
、
死
の
恥
を
受
け
る
た
め
に
天
か
ら
降
ら
れ
ま
し
た
。

天
の
測
り
尽
す
こ
と
が
で
き
な
い
宝
に
富
ん
で
お
ら
れ
た
お
か
た
が
、
御
自
分
の
貧
し
さ
に
よ
っ
て
わ

た
し
た
ち
が
富
め
る
者
と
な
る
た
め
に
、
貧
し
く
な
ら
れ
た
。
わ
た
し
た
ち
も
イ
エ
ス
様
が
歩
ま
れ
た
道

に
従
い
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
自
我
を
十
字
架
に
つ
け
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
神
の
子
で
あ
る
者
は
、

自
分
自
身
を
世
の
救
い
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
聖
意
体
現
者
と
み
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
主

様
の
憐
れ
み
の
計
画
に
お
い
て
、
自
分
を
キ
リ
ス
ト
と
一
如
と
み
な
し
、
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
人
や
失
わ

れ
た
者
を
探
し
求
め
、
こ
れ
を
救
う
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
と
共
に
世
に
出
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

召
団
員
は
、
自
分
の
賜
物
を
通
し
て
世
に
キ
リ
ス
ト
を
体
現
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
絶
え
ず
認
め
る
。

キ
リ
ス
ト
の
、
生
活
に
現
わ
さ
れ
た
自
己
犠
牲
と
愛
が
御
心
の
た
め
に
働
く
者
の
生
活
に
再
現
さ
れ
る
。

貧
し
さ
と
屈
辱
の
か
な
た
に
、
忽
然
と
、
栄
光
の
本
来
の
御
姿
に
変
貌
さ
れ
た
イ
エ
ス
様
に
よ
っ
て
、

そ
の
時
に
は
、
わ
た
し
た
ち
の
実
際
の
お
こ
な
い
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
報
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

本
日
の
集
会
は
、
皆
が
喜
び
と
平
安
の
証
を
持
ち
寄
っ
て
の
集
い
と
な
り
ま
し
た
。　
感
謝
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栄
光
の
イ
エ
ス
（
山
上
の
変
貌
）（
ル
カ
伝
第
８
回
）

２
０
１
９
年
3
月
24
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
9
章
28
～
36
節

今
日
、
朗
読
し
た
ル
カ
伝
９
章
に
、
主
イ
エ
ス
が
弟
子
３
人
を
連
れ
て
祈
り
の
た
め
山
に
登
っ
た
際
、

深
い
祈
り
の
中
で
、
御
顔
の
状さ
ま

が
変
わ
り
、
そ
の
衣
が
白
く
輝
い
て
変
貌
さ
れ
た
と
あ
る
。
今
日
は
、
こ

の
変
貌
の
と
こ
ろ
を
マ
タ
イ
伝
、マ
ル
コ
伝
の
関
連
記
事
も
た
ど
り
な
が
ら
学
ん
だ
。
こ
の
記
事
の
直
前
に
、

ペ
テ
ロ
が
「
あ
な
た
は
神
の
キ
リ
ス
ト
（
救
世
主
）」
と
告
白
し
た
こ
と
、主
イ
エ
ス
が
弟
子
ら
一
同
に
、「
日
々

お
の
が
十
字
架
を
負
っ
て
私
に
従
い
な
さ
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
こ
と
、
初
め
て
御
受
難
の
事
を
告
げ
ら
れ

た
こ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
目
を
止
め
た
。
主
イ
エ
ス
が
祈
り
の
中
で
白
く
輝
か
れ
た
こ
と
は
、
復
活
の
前
兆

の
よ
う
な
も
の
と
の
こ
と
。
私
に
も
、
イ
エ
ス
様
な
ら
、
深
い
祈
り
の
中
で
そ
の
お
姿
が
栄
光
に
輝
く
こ

と
は
十
分
う
な
ず
け
る
。
ヘ
ブ
ル
書
に
も

「
御
子
は
神
の
栄
光
の
輝
き
、
神
の
本
質
の
像
に
し
て
」（
ヘ
ブ
ル
1
・
3
）

と
あ
る
。
雲
の
中
か
ら
「
汝
ら
之
に
聴
け
」
と
の
声
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
に
続
く
山
を
下
っ
て
か
ら
の
記
事
で
は
、
主
イ
エ
ス
の
元
に
群
衆
の
一
人
が
悪
霊
に
取

り
つ
か
れ
た
子
の
癒
し
を
求
め
て
き
た
り
、
弟
子
た
ち
の
争
論
が
あ
っ
た
り
で
、
神
の
栄
光
の
事
態
と
は

別
次
元
の
ゴ
タ
ゴ
タ
と
し
た
地
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
弟
子
た
ち
の
間
で
誰
が
一
番
偉
い
か
の
議
論

に
対
し
て
は
、
幼
児
の
如
く
己
を
低
く
す
る
者
で
あ
れ
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
小
さ
い
者
を
受
け
入
れ
る

よ
う
に
と
諭
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

「
幼お
さ
な
ご児

の
よ
う
な
心
で
素
直
に
神
の
国
を
受
け
る
者
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
に
入
る
こ
と
は
出

来
な
い
」

と
諭
さ
れ
て
い
る
（
ル
カ
18
・
15
～
17
）。

イ
エ
ス
様
の
心
は
幼
児
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
い
つ
も
父
な
る
神
様
の
御み
こ
こ
ろ意

を
求
め
て
祈
っ
て
お
ら
れ
た
。

御
子
で
あ
り
な
が
ら
僕
の
姿
と
な
り
、
十
字
架
の
死
に
至
る
ま
で
神
様
の
御
意
に
従
い
抜
か
れ
た
。
ま
た
、

パ
ウ
ロ
は
、
世
に
は
愚
か
と
見
え
る
宣
教
に
全
身
全
霊
で
従
事
し
、

「
わ
が
談
話
も
、
宣
教
も
、
智
恵
の
美
し
き
言
に
よ
ら
ず
し
て
、
御
霊
と
能
力
と
の
証
明
に

よ
り
た
り
。」（
コ
リ
ン
ト
前
2
・
4
）

と
告
白
し
た
。
私
た
ち
も
こ
の
愚
か
さ
に
徹
し
な
け
れ
ば
と
思
う
。
奥
田
先
生
は
私
た
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ

が
従
事
す
る
仕
事
・
働
き
・
与
え
ら
れ
た
持
ち
場
の
事
を
、
主
か
ら
賜
っ
た
も
の
と
し
て
、
祈
り
心
で
当

た
る
よ
う
励
ま
さ
れ
た
。
そ
の
献
身
の
心
に
主
の
聖
霊
が
働
い
て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
を
平
安
と
神
讃
美

の
存
在
と
し
て
活
か
し
、
光
を
放
つ
者
に
変
貌
さ
せ
て
く
だ
さ
る
と
。

「
然
れ
ば
我
が
愛
す
る
兄
弟
よ
、
確か
た
く
し
て
揺う
ご
く
こ
と
な
く
、
常
に
励
み
て
主
の
事
を
務
め

よ
、
汝
等
そ
の
労
の
、
主
に
あ
り
て
空
し
か
ら
ぬ
を
知
れ
ば
な
り
。」（
コ
リ
ン
ト
前
15
・
58
）



V20-#9:13/50 クリスチャンの栄光と望み──人生は神讃美── ２０１９年 3 月 31 日

制作・著作：  HP「小池・奥田文庫」 ファイル名：PDF 奥田講話第 20 巻 作成 2024/09/09 出力 2025/04/04修正 2025/04/04

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
栄
光
と
望
み
─
─
人
生
は
神
讃
美
─
─

２
０
１
９
年
3
月
31
日

聖
書
朗
読　
コ
ロ
サ
イ
書
1
章
24
～
29
節

桜
も
咲
き
始
め
て
春
爛
漫
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
京
都
で
は
、
今
日
も
熱
い
集
会
が
持
た
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
最
初
に

「
集
会
は
真
剣
勝
負
の
場
で
あ
る
か
ら
、
祈
り
心
を
も
っ
て
臨
む
よ
う
に
」

と
集
会
に
対
す
る
心
構
え
を
改
め
て
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ご
講
筵
は
、
詩
篇
33
篇
、
34
篇
、
36
篇
、
37
篇
、

103
篇
、
コ
ロ
サ
イ
書
１
章
27
節
、
ピ
リ
ピ
３
章
を
た
ど
り
な
が
ら
、

「
徹
頭
徹
尾
、
人
生
は
神
讃
美
の
生
き
方
を
す
る
こ
と
が
究
極
の
目
標
で
あ
る
」

と
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

聖
歌
604
番
の
「
望
み
も
消
え
ゆ
く
」
よ
う
な
事
態
に
出
会
っ
た
時
に
、
自
分
は
主
様
か
ら
ど
れ
だ
け
助

け
て
い
た
だ
い
た
か
、
主
様
の
御
護
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
数
々
の
試
練
を
く
ぐ
り
抜
け
て
来
ら
れ
た
で

は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
な
主
の
見
護
り
に
預
か
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
主
様
を
真
剣

に
求
め
る
人
に
は
、

「
こ
の
苦
し
む
者
叫
び
た
れ
ば
主
こ
れ
を
聴
き
、
そ
の
す
べ
て
の
患
難
よ
り
救
い
出
し
た
ま

え
り
。
主
の
使
者
は
主
を
畏
る
る
者
の
周
り
に
営
を
列つ
ら

ね
て
、
こ
れ
を
援た
す

く
」（
詩
篇
34
・

6
～
7
）

の
現
実
が
成
っ
て
行
き
ま
す
。
私
た
ち
に
は
望
み
が
な
く
て
も
、
主
様
が
お
ら
れ
ま
す
。
主
様
は
、
絶
え

ず
天
界
か
ら
生
命
の
御
霊
を
送
ら
れ
、
そ
の
御
霊
が
一
人
ひ
と
り
に
宿
っ
て
私
た
ち
を
命
づ
け
助
け
て
く

だ
さ
る
の
で
す
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
と
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
限
界
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
リ
ス
ト
は
無

限
無
量
の
御
方
で
す
。
無
私
無
欲
に
徹
し
、

「
主
よ
、
あ
な
た
の
御
心
が
成
っ
て
行
き
ま
す
よ
う
に
。
主
よ
、
こ
の
身
を
通
し
て
働
い
て
く
だ

さ
い
」

と
幼
子
の
気
持
ち
で
祈
る
と
、
主
様
は
、
私
た
ち
を
通
し
て
働
か
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
の
管

と
な
っ
て
、
悩
め
る
人
、
患
難
に
あ
る
人
に
福
音
を
語
り
、
キ
リ
ス
ト
の
霊
を
注
い
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
自
分
を
忘
れ
て
人
の
為
に
尽
く
す
と
、
そ
の
人
自
身
が
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
霊
的
に
高

め
ら
れ
、
強
め
ら
れ
、
天
に
宝
を
蓄
え
る
事
態
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
運
命
環
境
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
神
讃
美
に
徹
し
、
こ
の
福
音
を
伝
え
て
ゆ
く
の
が
人
生
の
目
的
で
す
。

主
様
は
、
私
た
ち
が
真
剣
に
求
め
る
限
り
、
恥
を
負
わ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
主
様
に
対
し
て
忠

実
に
生
き
る
な
ら
、子
々
孫
々
ま
で
祝
福
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
地
上
は
、決
し
て
天
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

修
行
の
場
で
す
。
し
っ
か
り
と
こ
の
地
上
で
の
修
行
を
経
て
、
天
国
に
お
い
て
祝
福
さ
れ
る
よ
う
に
、
主

様
の
た
め
、
福
音
の
た
め
に
、
全
身
全
霊
を
も
っ
て
働
き
ま
し
ょ
う
。
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弟
子
の
派
遣
（
ル
カ
伝
第
9
回
）

２
０
１
９
年
4
月
7
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
9
章
1
～
27
節

快
晴
の
中
、聖
日
集
会
が
開
か
れ
、集
会
場
の
前
を
流
れ
る
鴨
川
沿
い
の
桜
も
満
開
で
あ
っ
た
。
集
会
後
、

桜
の
美
し
さ
と
そ
こ
に
戯
れ
る
雀
た
ち
に
見
と
れ
て
い
る
と
、
御
国
の
心
地
が
し
た
。
我
々
は
、
厳
し
い

現
実
を
主
に
あ
っ
て
一
生
懸
命
生
き
る
か
ら
こ
そ
、
主
の
恵
み
を
深
く
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

主
は
、
全
て
の
人
を
主
の
恵
み
の
中
で
祝
福
し
た
い
と
願
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
為
に
は
、
主
が
十
字

架
を
背
負
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
罪
（
利
己
主
義
）
の
為
に
そ
れ
ま
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
天
が
、

信
じ
る
者
の
た
め
に
永
遠
に
開
か
れ
た
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
、
花
見
を
楽
し
む
人
た
ち
は
、
ど
こ
ま
で
本
当
の
意
味
で
花
見
を
楽
し
ん
で
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
多
く
の
人
は
、
体
の
衰
え
と
共
に
い
ず
れ
楽
し
め
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
、

真
に
主
に
赦
さ
れ
た
者
は
、
魂
に
新
生
命
を
、
生
活
に
知
恵
を
、
仕
事
に
能
力
を
頂
く
故
に
、
若
返
っ
て

鷲
の
よ
う
に
新
た
に
さ
れ
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
嬉
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
主
に
感
謝
し
主
を
讃
美
し
な
が
ら
、

ど
こ
ま
で
も
主
と
一
つ
と
さ
れ
て
生
き
る
の
で
、
心
ゆ
く
ま
で
自
然
を
楽
し
む
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。

歓
び
を
も
っ
て
主
の
十
字
架
を
と
る
者
は
、
主
か
ら
、
苦
し
み
の
中
で
の
安
ら
ぎ
、
完
全
な
幸
せ
と
平
和

を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

我
々
は
主
か
ら
こ
の
世
に
派
遣
さ
れ
た
の
だ
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
自
ら
の
霊
的
な
成
長
の
為
だ

け
で
な
く
、
人
類
を
死
の
苦
し
み
か
ら
救
う
と
い
う
神
の
御
計
画
に
身
を
捧
げ
る
為
に
。

我
々
の
意
志
が
不
十
分
で
頼
り
な
い
と
し
て
も
、
か
つ
て
主
が
弟
子
た
ち
を
選
ば
れ
た
よ
う
に
、
主
が

我
々
を
選
ば
れ
た
の
だ
と
思
う
。
主
が
我
々
を
選
ん
で
派
遣
さ
れ
た
の
な
ら
、
責
任
は
任
命
権
者
で
あ
る

主
が
取
ら
れ
る
。
主
が
我
々
に
敵
（
悪
霊
）
に
打
ち
勝
ち
、
病
気
を
い
や
す
力
と
権
能
を
お
授
け
に
な
る
。

我
々
は
立
派
で
な
く
て
構
わ
な
い
。
母
の
腕
に
抱
か
れ
た
幼
子
・
乳
飲
み
子
の
よ
う
に
、
主
に
委
ね
て

行
け
ば
良
い
。
常
に
主
の
御
守
り
の
中
で
、
自
ら
の
使
命
を
果
た
せ
ば
良
い
。
人
と
比
べ
ず
、
主
と
の
個

人
的
な
つ
な
が
り
の
中
で
、
何
を
な
す
べ
き
か
自
ら
の
使
命
を
自
覚
し
て
い
こ
う
。
働
き
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
り
、
そ
の
人
に
し
か
で
き
な
い
働
き
が
あ
る
。
そ
う
し
て
、
働
き
の
結
果
を
喜
び
を
も
っ
て
止
む
に

や
ま
れ
ず
証
し
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
こ
う
。

主
は
、
聖
霊
と
な
っ
て
、
我
々
の
中
に
入
り
た
い
と
願
っ
て
お
ら
れ
る
。
心
を
主
に
明
け
渡
す
こ
と
が

出
来
れ
ば
、
主
が
我
々
の
中
で
働
か
れ
る
。
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永
遠
の
生
命
（
真
の
霊
的
生
命
）
を
生
き
る
（
レ
ジ
ュ
メ
）

２
０
１
９
年
4
月
21
日

奥
田 

昌
道

Ⅰ　
序　
自
然
界
は
春
に
な
る
と
、冬
枯
れ
の「
死
」の
相
か
ら
、春
の
新
し
い
生
命
の
相
へ
と
変
化
す
る
。

正
に
「
甦
り
」、
死
か
ら
生
命
へ
の
復
活
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
様
相
を
呈
す
る
。
そ
し
て
、
春
か
ら
初
夏

に
か
け
て
、
自
然
界
は
生
命
の
輝
く
季
節
を
迎
え
る
。

人
間
界
に
お
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？

肉
体
が
死
滅
し
た
後
、
復
活
（
甦
る
こ
と
）
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

肉
体
は
死
の
後
、
焼
か
れ
て
土
に
帰
る
と
し
て
も
、
霊
（
霊
魂
）
は
生
き
続
け
る
の
か
？

生
き
続
け
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
ど
ん
な
世
界
、
ど
ん
な
次
元
に
お
い
て
な
の
か
？

Ⅱ　
旧
約
聖
書
の
記
述
か
ら

（
１
）
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
37
章
に
、
枯
骨
の
復
活
の
記
事
が
あ
る
。

エ
ゼ
キ
エ
ル
が
主
の
霊
に
満
た
さ
れ
て
谷
に
入
っ
た
。
そ
こ
に
は
多
く
の
枯
骨
が
満
ち
て
い
た
。

エ
ゼ
キ
エ
ル
が
主
な
る
神
の
命
に
従
っ
て
主
の
言
葉
を
伝
え
る
と
肉
体
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
息
に
預

言
す
る
と
息
が
体
に
入
っ
て
彼
ら
は
生
き
返
り
、
大
い
な
る
群
衆
と
な
っ
た
。
エ
ゼ
キ
エ
ル
に
賜
わ
っ
た

こ
の
「
異
象
」
は
、
人
間
の
生い
の
ち命

は
肉
体
の
死
で
は
終
ら
な
い
事
を
示
し
て
い
る
。

（
２
）
詩
篇
第
103
篇
（
ダ
ビ
デ
の
歌
）
1
～
5
節

「
わ
が
た
ま
し
い
よ
、
主
を
ほ
め
よ
。
わ
が
内
な
る
す
べ
て
の
も
の
よ
、
そ
の
聖
な
る
御
名

を
ほ
め
よ
。
わ
が
た
ま
し
い
よ
、
主
を
ほ
め
よ
。
そ
の
す
べ
て
の
恵
み
を
心
に
と
め
よ
。

主
は
あ
な
た
の
す
べ
て
の
不
義
を
ゆ
る
し
、
あ
な
た
の
す
べ
て
の
病
を
い
や
し
、
あ
な
た

の
い
の
ち
を
墓
か
ら
あ
が
な
い
い
だ
し
、
慈
し
み
と
憐
れ
み
と
を
あ
な
た
に
こ
う
む
ら
せ
、

あ
な
た
の
生
き
な
が
ら
え
る
か
ぎ
り
、
良
き
物
を
も
っ
て
あ
な
た
を
飽
き
足
ら
せ
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
あ
な
た
は
若
返
っ
て
、
わ
し
の
よ
う
に
新
た
に
な
る
。」

Ⅲ　
新
約
聖
書
の
福
音
書
お
よ
び
使
徒
行
伝
か
ら

１　
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
と
御
業
か
ら

（
１
）
イ
エ
ス
の
愛
の
御
業
は
、
病
人
を
癒
し
、
死
人
を
も
甦
ら
せ
る
事
に
お
い
て
顕
わ
さ
れ
た
。

印
象
深
い
の
は
、
独
り
息
子
で
母
は
寡
婦
と
い
う
境
遇
の
ナ
イ
ン
の
若
者
の
柩
に
手
を
つ
け
て
、

「
若
者
よ
、
起
き
よ
」

と
呼
び
か
け
て
生
き
返
ら
せ
た
話
（
ル
カ
伝
7
章
11
～
17
節
）、

会
堂
司
ヤ
イ
ロ
の
12
歳
の
娘
を
、

「
タ
リ
タ
、
ク
ミ
」（
少
女
よ
、
さ
あ
、
起
き
な
さ
い
）

と
の
言
葉
で
生
き
返
ら
せ
た
話
（
マ
ル
コ
伝
5
章
41
節
、
ル
カ
伝
8
章
54
節
）、
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死
ん
で
4
日
間
も
墓
の
中
に
置
か
れ
て
い
た
ラ
ザ
ロ
を
生
き
返
ら
せ
た
話
（
ヨ
ハ
ネ
伝
11
章
1
～
44
節
）
な

ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
イ
エ
ス
の
活
動
は
、
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
が
獄
中
か
ら
イ
エ
ス
の
御
業
に
つ
い
て
問

い
た
だ
し
た
時
の
以
下
の
よ
う
な
答
え
に
よ
く
顕
れ
て
い
る
。

「
行
っ
て
、
あ
な
た
が
た
が
見
聞
き
し
て
い
る
こ
と
を
ヨ
ハ
ネ
に
報
告
し
な
さ
い
。
盲
人
は

見
え
、足
な
え
は
歩
き
、ら
い
病
人
は
き
よ
ま
り
、耳
し
い
は
聞
え
、死
人
は
生
き
か
え
り
、

貧
し
い
人
々
は
福
音
を
聞
か
さ
れ
て
い
る
。
わ
た
し
に
つ
ま
ず
か
な
い
者
は
、
さ
い
わ
い

で
あ
る
」。

（
２
）
イ
エ
ス
自
身
の
死
と
復
活
に
つ
い
て
は
、

第
1
回
目
が
マ
タ
イ
伝
16
章
21
～
23
節
、
マ
ル
コ
伝
8
章
31
～
33
節
、
ル
カ
伝
9
章
22
節
、

第
2
回
目
が
マ
タ
イ
伝
17
章
22
～
23
節
、
マ
ル
コ
伝
9
章
30
～
32
節
、
ル
カ
伝
9
章
44
節
、

第
3
回
目
が
マ
タ
イ
伝
20
章
17
～
19
節
、
マ
ル
コ
伝
10
章
32
～
34
節
、
ル
カ
伝
18
章
３
１
～
34
節
に
記

述
さ
れ
て
い
る
。

２　
イ
エ
ス
の
復
活
と
弟
子
の
歓
喜

マ
タ
イ
伝
28
章
1
～
10
節
、
マ
ル
コ
伝
16
章
1
～
8
節
、
ル
カ
伝
24
章
1
～
11
節
。

復
活
さ
れ
た
イ
エ
ス
と
弟
子
た
ち
の
出
会
い
で
感
動
的
な
の
は
、
エ
マ
オ
へ
と
旅
立
っ
た
二
人
の
弟
子
の

道
伴
者
と
し
て
旅
人
の
姿
で
弟
子
と
語
り
合
い
、
ご
自
身
の
受
難
と
栄
光
に
つ
い
て
解
き
明
か
さ
れ
、
エ

マ
オ
村
の
近
く
の
宿
で
食
事
の
席
に
付
か
れ
た
時
、
パ
ン
を
祝
福
し
て
割
い
て
渡
さ
れ
る
様
子
か
ら
、
そ

れ
が
イ
エ
ス
だ
と
分
か
っ
た
瞬
間
に
御
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
直
ぐ
に
エ
ル
サ
レ
ム
の
弟
子

仲
間
の
と
こ
ろ
へ
帰
り
着
く
と
、
イ
エ
ス
が
彼
ら
の
中
に
お
立
ち
に
な
っ
て
彼
ら
を
励
ま
さ
れ
た
と
い
う

記
事
で
あ
る
。

３　
エ
ル
サ
レ
ム
の
弟
子
た
ち
の
宣
教

使
徒
行
伝
2
章
の
五
旬
節
の
日
の
「
聖
霊
の
降
臨
（
聖
霊
の
バ
プ
テ
ス
マ
）」
以
降
の
弟
子
た
ち
は
、
復
活

さ
れ
た
イ
エ
ス
こ
そ
が
「
救
い
主
」
で
あ
る
こ
と
を
高
ら
か
に
謳
い
、
そ
の
御
名
に
よ
っ
て
、
癒
し
の
業

を
展
開
し
て
行
っ
た
。

４　
ヨ
ハ
ネ
伝
に
お
け
る
、
イ
エ
ス
に
よ
る
「
永
遠
の
生
命
」
の
約
束

3
章
16
節
、

「
神
は
そ
の
ひ
と
り
子
を
賜
わ
っ
た
ほ
ど
に
、
こ
の
世
を
愛
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
は
御

子
を
信
じ
る
者
が
ひ
と
り
も
滅
び
な
い
で
、
永
遠
の
命
を
得
る
た
め
で
あ
る
」。

5
章
24
節
、

「
よ
く
よ
く
あ
な
た
が
た
に
言
っ
て
お
く
。
死
ん
だ
人
た
ち
が
、
神
の
子
の
声
を
聞
く
時
が

来
る
。
今
す
で
に
き
て
い
る
。
そ
し
て
聞
く
人
は
生
き
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
墓
の
中
に
い

る
者
た
ち
が
み
な
神
の
子
の
声
を
聞
き
、
善
を
行
っ
た
人
々
は
、
生
命
を
受
け
る
た
め
に

よ
み
が
え
り
、
悪
を
行
っ
た
人
々
は
、
さ
ば
き
を
受
け
る
た
め
に
よ
み
が
え
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
出
て
く
る
時
が
来
る
で
あ
ろ
う
」。
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6
章
53
節
～
57
節
、

「
イ
エ
ス
は
彼
ら
に
言
わ
れ
た
、『
よ
く
よ
く
言
っ
て
お
く
。
人
の
子
（
イ
エ
ス
の
こ
と
）
の

肉
を
食
べ
ず
、
ま
た
、
そ
の
血
を
飲
ま
な
け
れ
ば
、
あ
な
た
が
た
の
内
に
命
は
な
い
。
わ

た
し
の
肉
を
食
べ
、
わ
た
し
の
血
を
飲
む
者
に
は
、
永
遠
の
命
が
あ
り
、
わ
た
し
は
そ
の

人
を
終
り
の
日
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
わ
た
し
の
肉
を
食
べ
、
わ
た
し
の

血
を
飲
む
者
は
わ
た
し
に
居
り
、
わ
た
し
も
ま
た
そ
の
人
に
居
る
。』」

6
章
63
節
、

「
人
を
生
か
す
も
の
は
霊
で
あ
っ
て
、
肉
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
わ
た
し
が
あ
な
た
が

た
に
話
し
た
言
葉
は
霊
で
あ
り
、
ま
た
命
で
あ
る
」

Ⅳ　
新
約
聖
書
の
中
の
パ
ウ
ロ
書
簡
か
ら

我
々
人
間
が
、
死
後
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
居
る
の
か
に
つ
い
て
、
使
徒
パ
ウ
ロ
は
「
コ
リ
ン
ト
人
へ

の
第
二
の
手
紙
」
第
4
章
16
節
か
ら
第
5
章
10
節
に
お
い
て
語
っ
て
い
る
。

「
だ
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
落
胆
し
な
い
。
た
と
い
、
わ
た
し
た
ち
の
外
な
る
人
（
肉
体
）

は
滅
び
て
も
、
内
な
る
人
（
霊
魂
）
は
日
ご
と
に
新
し
く
さ
れ
て
行
く
」

「
わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
上
の
幕
屋
（
肉
体
の
こ
と
）
が
こ
わ
れ
る
と
、
神
か
ら
頂

く
建
物
、
す
な
わ
ち
天
に
あ
る
、
人
の
手
に
よ
ら
な
い
永
遠
の
家
（
霊
体
の
こ
と
）
が
備
え

て
あ
る
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
は
知
っ
て
い
る
」

ま
た
、「
第
一
の
手
紙
」
16
章
で
は
「
死
人
の
復
活
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

「
朽
ち
る
も
の
で
蒔
か
れ
、
朽
ち
な
い
も
の
に
甦
り
、
卑
し
い
も
の
で
蒔
か
れ
、
栄
光
あ
る

も
の
に
甦
り
、
弱
い
も
の
で
蒔
か
れ
、
強
い
も
の
に
甦
り
、
肉
の
体
で
蒔
か
れ
、
霊
の
体

に
甦
る
の
で
あ
る
」

と
。Ⅴ　

我
々
の
生
き
方

１　
十
字
架
・
復
活
・
聖
霊
の
主
キ
リ
ス
ト
に
在
っ
て
生
き
る
。

生
ま
れ
な
が
ら
の
「
我
」
は
、
神
よ
り
も
自
分
（
我
）
を
大
切
に
す
る
「
肉
」
な
る
相
に
お
い
て
生
き
て

い
た
。
存
在
そ
の
も
の
が
聖
な
る
神
の
御
心
と
は
相
い
れ
な
い「
自
己
中
心
」的
な
生
き
方
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
い
て
、
絶
え
ず
、
病
気
、
事
故
、
災
害
な
ど
の
「
災
い
」
に
対
し
て
不
安
が
あ
り
、
こ
こ
ろ

安
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
私
（
奥
田
）
は
、
将
来
に
対
し
て
の
心
配
・
不
安
、
そ
し
て
、
自
己
の
内
面
の
醜

さ
な
ど
に
苦
し
ん
で
い
た
。

そ
ん
な
私
の
全
て
（
過
去
・
現
在
・
未
来
）
を
、

「
我
に
委
ね
よ
」

と
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
、
主
イ
エ
ス
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
た
。
旧
き
我
は
「
十
字
架
上
で

死
に
」、
新
し
い
我
を
賜
わ
っ
た
。

ガ
ラ
テ
ヤ
書
2
章
20
節
・
21
節
の
パ
ウ
ロ
の
告
白
、
コ
リ
ン
ト
前
書
1
章
18
節
の
パ
ウ
ロ
の
告
白
は
、
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我
が
告
白
と
な
っ
た
。

思
い
煩
い
の
塊
で
あ
っ
た
私
を
解
放
し
て
く
れ
た
の
は
、
マ
タ
イ
伝
6
章
25
節
～
34
節
の
、

「
何
事
を
も
思
い
煩
う
事
は
不
要
。
ま
ず
、
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
。
さ
ら
ば
凡
て

の
も
の
は
加
え
ら
る
べ
し
。
こ
の
故
に
、
明
日
の
こ
と
を
思
い
煩
う
な
。
一
日
の
苦
労
は

一
日
に
て
足
れ
り
」

と
の
恵
み
深
い
主
イ
エ
ス
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

２　
「
信
・
愛
・
望
」
に
生
き
る
。
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
13
章
。

３　
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
第
8
章
を
生
き
る
。
と
く
に
、
26
節
か
ら
39
節
。

「
如
何
な
る
運
命
・
環
境
・
艱
難
、
そ
の
他
ど
ん
な
被
造
物
も
わ
た
し
た
ち
の
主
キ
リ
ス
ト
・

イ
エ
ス
に
お
け
る
神
の
愛
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
を
引
き
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
」

４　
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
～
16
章
。
弟
子
た
ち
と
の
別
れ
に
当
た
っ
て
の
主
イ
エ
ス
の
言
葉
（
訣
別
遺
訓
と
呼

ば
れ
て
い
る
も
の
）。

「
汝
ら
心
を
騒
が
す
な
、
神
を
信
じ
、
ま
た
、
我
を
信
ぜ
よ
」

に
始
ま
る
こ
の
箇
所
は
、
幾
た
び
読
ん
で
も
、
力
強
い
励
ま
し
を
受
け
る
。
そ
の
終
り
は
、

「
な
ん
じ
ら
世
に
在
り
て
は
患な
や
み難

あ
り
、
さ
れ
ど
雄
々
し
か
れ
、
我
す
で
に
世
に
勝
て
り
」

で
結
ば
れ
て
い
る
。

５　
マ
タ
イ
伝
11
章
28
節
～
30
節

「
凡
て
労
す
る
者
・
重
荷
を
負
ふ
者
、
わ
れ
に
来
れ
、
わ
れ
汝
ら
を
休
ま
せ
ん
。
我
は
柔
和

に
し
て
心
卑ひ
く
け
れ
ば
、
我
が
軛く
び
きを
負
ひ
て
我
に
学
べ
、
さ
ら
ば
霊た
ま
し
ひ魂
に
休や
す
み息
を
得
ん
。
わ

が
軛
は
易
く
、
わ
が
荷
は
軽
け
れ
ば
な
り
」

ま
こ
と
に
、

「
人
の
生
く
る
は
パ
ン
の
み
に
由
る
に
あ
ら
ず
、
神
の
口
よ
り
出
づ
る
凡
て
の
言
に
由
る
」

と
の
答
え
を
も
っ
て
、
サ
タ
ン
の
誘
惑
を
退
け
、
そ
の
言
葉
を
実
践
さ
れ
た
主
イ
エ
ス
の
言
動
は
、
わ
た

し
た
ち
を
励
ま
し
続
け
、
力
を
与
え
て
く
だ
さ
る
。

「
我
は
道
な
り
、
真ま
こ
と理

な
り
、
命
な
り
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
6
節
）

と
宣
言
し
て
お
ら
れ
る
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
従
っ
て
生
き
る
生
き
方
こ
そ
が
、
永
遠
の
生
命
を
賜
わ

っ
た
者
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
生
き
方
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
大
切
な
律
法
（
ル
カ
伝
第
10
回
）

２
０
１
９
年
4
月
28
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
10
章
21
～
24
節

今
日
は
、
平
成
最
後
の
聖
日
集
会
と
な
り
ま
し
た
。
30
年
に
わ
た
る
平
成
の
時
代
に
は
、
各
人
が
多
く

の
苦
難
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
乗
り
こ
え
て
新
し
い
令
和
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
貴
重
な

御
講
筵
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
週
の
復
活
節
を
契
機
に
し
て
、
神
様
か
ら
、
改
め
て
こ
の
集
会

に
対
し
、
福
音
書
の
御
言
葉
を
体
受
す
る
と
と
も
に
、
祈
り
を
深
め
て
聖
霊
の
主
様
と
一
つ
に
な
る
信
仰

に
立
ち
返
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

最
初
に
、
詩
篇
19
、
34
、
37
、
57
、
62
、
63
、
73
篇
を
通
し
て
祈
り
の
重
要
性
を
語
ら
れ
、
詩
篇
を
キ

リ
ス
ト
の
恵
み
の
中
で
受
け
と
る
と
い
う
角
度
か
ら
読
み
込
み
、
日
々
の
糧
と
し
、
神
・
キ
リ
ス
ト
讃
美

の
祈
り
の
友
と
し
て
親
し
ん
で
く
だ
さ
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

本
論
で
は
、
ル
カ
伝
10
章
21
～
22
節
と
マ
タ
イ
伝
11
章
25
～
27
節
を
対
比
し
て
、
次
の
よ
う
に
話
さ
れ

ま
し
た
。
マ
タ
イ
伝
11
章
25
節
は
、
イ
エ
ス
様
が
様
々
な
苦
労
を
さ
れ
て
骨
折
り
損
の
く
た
び
れ
儲
け
の

気
持
ち
に
な
ら
れ
た
時
に
聞
こ
え
て
き
た
神
様
の
御
声
で
す
。

私
た
ち
も
、
地
上
で
十
分
に
努
力
し
た
け
れ
ど
も
、
報
わ
れ
な
い
と
思
い
、
挫
折
感
を
味
わ
う
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
嘆
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
様
は
、
地
上
で
報
わ
れ
な
く
て
も
大

丈
夫
、
キ
リ
ス
ト
を
見
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
御
言
葉
を
受
け
取
る
に
は
、
物
事
を
見
る
視

点
（
出
発
点
）
を
「
自
分
に
」
で
は
な
く
「
神
様
に
」
置
く
と
い
う
大
転
換
が
必
要
で
す
。

「
神
様
、
あ
な
た
は
私
に
何
を
お
望
み
で
す
か
。
あ
な
た
の
御
心
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

と
問
い
か
け
、
神
が
、
私
た
ち
に
何
を
語
り
、
何
を
求
め
て
お
ら
れ
る
か
を
知
る
と
、
報
わ
れ
た
か
ど
う

か
と
い
う
問
自
体
が
相
対
化
さ
れ
て
無
意
味
に
な
っ
て
き
ま
す
。
幼
子
の
よ
う
に
な
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
御

心
を
受
け
取
る
と
、
キ
リ
ス
ト
が
隠
れ
た
真
理
を
開
示
し
て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
の
物
の
見
方
が
自
分
中

心
か
ら
神
様
中
心
へ
と
根
本
的
に
変
っ
て
く
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
の
御
心
を
知
り
、
こ
れ
を
他
者
に
伝
え
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
自
分
（
自
己
）
が
根

源
的
に
十
字
架
で
片
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
取
る
と
と
も
に
、
絶
え
ず
聖
霊
を
注
い
で
い
た
だ
き
、

祈
り
の
人
に
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
豊
か
な
内
容
を
持
つ
聖
書
を
命
の
書
と
し
て
座

右
に
置
き
、
死
ん
で
も
死
な
な
い
永
遠
の
命
を
い
た
だ
い
て
、
相
対
的
現
実
を
乗
り
越
え
て
天
国
へ
の
旅

路
を
歩
む
こ
と
が
、
集
会
員
各
自
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
す
。
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求
め
の
切
な
る
に
よ
り
（
ル
カ
伝
第
11
回
）

２
０
１
９
年
5
月
5
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
11
章
1
～
13
節

若
葉
が
風
に
揺
れ
て
目
に
優
し
く
、
野
山
は
春
一
色
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
庭
で
は
、
春
の
草
花
が
一
斉

に
可
憐
な
花
を
付
け
て
い
る
。
好
い
季
節
と
な
っ
た
。

ル
カ
伝
の
連
続
講
義
が
続
い
て
お
り
、今
日
の
集
会
で
は
「
主
の
祈
り
」
と
「
聖
霊
の
求
め
」
の
個
所
を
、

ル
カ
伝
と
マ
タ
イ
伝
か
ら
学
ん
だ
。
主
イ
エ
ス
は
弟
子
た
ち
の
求
め
に
応
じ
て
祈
り
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
。
主
の
祈
り
は
、
先
ず
、
父
な
る
神
様
へ
の
讃
美
、
御
国
の
到
来
へ
の
祈
り
な
ど
、
神
様
へ
の
感
謝
で

始
ま
っ
て
い
る
。
私
た
ち
も
祈
り
の
初
め
に
、
魂
を
父
な
る
神
様
の
御み
こ
こ
ろ意

を
思
う
次
元
に
入
れ
て
い
た
だ

く
と
、
祈
り
が
天
に
向
か
う
。
自
分
の
差
し
迫
っ
た
問
題
を
直
ぐ
に
口
に
す
る
の
で
は
な
く
、
主
の
祈
り

を
お
手
本
と
し
た
い
。
続
い
て
先
生
は
、

「
求
め
の
切
な
る
に
よ
り
」（
ル
カ
11
・
8
）

の
聖
句
に
注
目
さ
れ
た
。
口
語
訳
で
は
、

「
し
き
り
に
願
う
の
で
」

と
書
か
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
や
は
り
祈
り
に
も
、
必
死
の
思
い
、
切
な
る
求
め
、
渇
き
が
大
事
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
切
な
る
求
め
は
、
思
い
も
か
け
ず
自
分
に
降
り
か
か
っ
た
辛
い
出
来
事
や
、

家
族
、
友
人
の
試
練
、
苦
難
を
自
ら
身
に
負
お
う
と
す
る
厳
し
い
体
験
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
は
、
血
漏
の
女
、
ヤ
イ
ロ
の
娘
、
ス
ロ
・
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
女
の
記
事
か
ら
、
そ
の
祈
り
の
姿
を
学

び
た
い
。
人
間
的
な
次
元
、
目
に
見
え
る
形
で
事
が
成
っ
た
か
否
か
が
大
事
な
の
で
は
な
い
。
私
た
ち
の

思
い
を
超
え
て
深
い
御みこ
こ
ろ意を
な
し
給
う
主
キ
リ
ス
ト
に
信
頼
し
、
そ
の
御
働
き
を
第
一
と
し
、

「
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
」

の
心
を
大
事
に
し
た
い
。
続
い
て
先
生
は
、「
聖
霊
」
の
こ
と
に
話
を
進
め
ら
れ
た
。

「
天
に
い
ま
す
汝
等
の
父
は
、
求
む
る
者
に
善
き
物
を
賜
わ
ざ
ら
ん
や
」（
マ
タ
イ
7
・
11
）

と
あ
り
、
ル
カ
伝
で
は
善
き
物
が
「
聖
霊
」
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
奥
田
先
生
は
、
私
た
ち
が
最
も

求
め
る
べ
き
も
の
は
聖
霊
で
あ
り
、
聖
霊
に
よ
っ
て
初
め
て
キ
リ
ス
ト
と
私
た
ち
が
真
に
つ
な
が
り
、
魂

と
魂
、
霊
と
霊
と
の
交
信
が
出
来
る
と
話
さ
れ
た
。
主
キ
リ
ス
ト
も
、

「
私
（
キ
リ
ス
ト
）
の
名
に
よ
っ
て
父
の
遣
わ
す
聖
霊
が
、
汝
ら
に
万
の
こ
と
を
教
え
、
助
け
主

と
な
り
、
平
安
を
与
え
る
」

と
約
束
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
（
ヨ
ハ
ネ
14
・
26
～
27
）。
し
た
が
っ
て
私
た
ち
は
、
聖
霊
を
頂
け
る
よ
う
、

聖
日
集
会
を
大
事
に
し
、
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
御
言
葉
を
喜
ん
で
学
び
、
一
人
び
と
り
が
聖
霊
の
宮
で
あ
る

こ
と
を
深
く
自
覚
し
、
思
い
を
一
つ
に
し
て
祈
っ
て
い
き
た
い
。
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此
の
火
す
で
に
燃
え
た
ら
ん
に
は
（
ル
カ
伝
第
12
回
）

２
０
１
９
年
5
月
26
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
12
章
1
～
12
節

「
わ
た
し
が
来
た
の
は
、
地
上
に
火
を
投
ず
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
火
が
既
に
燃
え
て
い
た

ら
と
、
ど
ん
な
に
願
っ
て
い
る
こ
と
か
。」

主
は
、
聖
霊
の
火
を
人
々
に
投
ず
る
為
に
、
地
上
に
来
ら
れ
た
。
そ
の
聖
霊
の
臨
在
は
、
大
事
な
事
を

教
え
て
く
だ
さ
る
。
そ
れ
は
、主
が
十
字
架
に
お
い
て
御
血
を
流
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の
血
潮
に
よ
っ

て
我
々
を
罪
と
死
の
苦
し
み
か
ら
救
っ
て
く
だ
さ
っ
た
事
だ
。
主
は
、
既
に
我
々
人
類
の
救
い
を
全
う
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
救
い
を
我
々
人
類
が
本
気
で
求
め
る
か
ど
う
か
。
救
い
を
求
め
ず
、
神
が
お
定
め
に
な
っ

た
救
済
の
道
を
侮
る
者
は
、
自
ら
の
罪
の
毒
に
よ
っ
て
滅
び
る
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
：「
人
類
は
聖
性
の
頂
き
か
ら
転
落
し
、
罪
に
打
ち
つ
け
ら
れ
た
ま
ま
横
た
わ
っ
て
い

る
。
こ
の
傷
に
よ
り
、
彼
の
霊
的
生
命
は
衰
え
、
死
に
瀕
し
て
い
る
。
だ
が
、
わ
た
し
は
信
じ

る
者
の
た
め
に
永
遠
の
霊
的
血
を
注
ぎ
出
す
。
彼
ら
が
死
か
ら
救
い
出
さ
れ
、
永
生
を
手
に
す

る
た
め
で
あ
る
。
彼
ら
が
生
命
を
得
る
た
め
、
よ
り
豊
か
に
生
命
を
得
て
永
遠
に
生
き
る
、
こ

の
目
的
の
た
め
に
わ
た
し
は
来
た
の
だ
。」

主
に
救
わ
れ
た
者
の
、
他
へ
の
働
き
か
け
、
主
に
あ
る
思
い
や
り
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
苦
し
ん
で
い
る

人
を
救
い
上
げ
、
主
の
絶
大
な
恵
み
の
中
へ
と
人
々
を
導
く
仕
事
が
い
く
ら
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
絶
え

ず
主
の
聖
霊
の
臨
在
の
中
で
生
活
し
な
い
限
り
、
神
の
御
心
や
御
計
画
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
従
っ

て
他
を
助
け
る
為
の
本
当
の
力
は
出
て
こ
な
い
。

キ
リ
ス
ト
：「
奉
仕
と
は
霊
的
生
命
の
活
動
を
意
味
す
る
も
の
で
、
愛
が
せ
き
立
て
る
当
然
の
捧

げ
も
の
で
あ
る
。
愛
で
あ
る
神
は
、
被
造
物
の
世
話
の
た
め
に
絶
え
ず
活
動
し
て
お
ら
れ
る
。

被
造
物
、
特
に
神
の
似
姿
に
造
ら
れ
た
人
間
も
ま
た
、
決
し
て
怠
ら
ず
に
い
る
こ
と
が
神
の
願

い
で
あ
る
。
被
造
物
の
世
話
と
維
持
に
お
い
て
は
、
神
は
誰
の
助
け
も
要
し
な
い
。
神
の
助
け

が
な
け
れ
ば
何
も
の
も
存
続
し
え
ぬ
よ
う
に
、
神
は
万
物
を
お
造
り
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、人
の
願
い
を
満
た
す
に
必
要
な
も
の
を
す
べ
て
供
給
さ
れ
て
い
る
の
も
神
で
あ
る
。」「
他

に
仕
え
る
と
い
う
こ
と
に
は
、仕
え
て
い
る
本
人
が
助
け
ら
れ
る
と
い
う
大
き
な
利
点
が
あ
る
。」

「
信
じ
る
人
々
が
聖
霊
の
受
け
入
れ
と
奉
仕
に
適
す
る
よ
う
に
な
る
最
善
の
方
法
は
、
天
の
声
に

従
い
、
で
き
る
範
囲
で
す
ぐ
さ
ま
仕
え
始
め
る
こ
と
で
あ
る
。
水
泳
が
う
ま
く
な
る
に
は
、
自

ら
水
に
入
り
手
足
を
ば
た
つ
か
せ
な
け
れ
ば
、
指
導
を
受
け
て
も
無
意
味
で
あ
る
。
練
習
を
絶

え
ず
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
浅
い
所
か
ら
深
い
所
へ
と
徐
々
に
泳
ぎ
の
達
人
に
な
っ
て

い
く
。
そ
こ
で
、
罪
と
い
う
深
い
水
に
溺
れ
て
い
る
者
た
ち
の
霊
魂
を
救
う
最
良
の
方
法
は
、

た
だ
一
つ
の
真
の
実
用
的
な
神
の
学
校
、つ
ま
り
わ
た
し
と
の
つ
な
が
り
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。」

人
々
を
救
い
上
げ
る
仕
事
を
す
る
為
に
は
、
主
と
の
つ
な
が
り
に
入
り
、
実
際
に
活
動
し
な
が
ら
主
か

ら
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
指
導
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
い
つ
も
、
ま
ず
神
の

国
と
神
の
義
（
キ
リ
ス
ト
の
生
き
方
）
を
求
め
て
い
け
ば
、
必
要
な
物
・
助
け
・
能
力
・
意
欲
・
使
命
等
全

て
添
え
て
与
え
ら
れ
る
。
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聖
霊
の
火
（
ル
カ
伝
第
13
回
）

２
０
１
９
年
6
月
2
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
12
章
49
～
53
節

ル
カ
福
音
書
の
連
続
講
筵
が
続
い
て
い
る
。
聖
書
の
あ
ち
こ
ち
に
寄
り
道
・
回
り
道
を
し
な
が
ら
、
注

目
す
べ
き
御
言
葉
に
焦
点
を
当
て
て
ゆ
っ
く
り
と
進
む
。
今
日
の
講
筵
で
は
ル
カ
伝
12
章
の
記
事
を
、
マ

タ
イ
伝
の
記
事
も
参
考
に
し
な
が
ら
学
ん
だ
。
最
初
に
先
生
は
、

「（
身
を
）殺
し
た
る
後
ゲ
ヘ
ナ（
地
獄
の
こ
と
）に
投
げ
入
る
る
権
威
あ
る
者
を
懼
れ
よ
。」（
ル

カ
12
・
5
）

の
御
言
葉
に
注
目
さ
れ
た
。
マ
タ
イ
伝
で
は

「
身
と
霊
魂
と
を
ゲ
ヘ
ナ
に
て
滅
し
得
る
者
を
お
そ
れ
よ
。」（
マ
タ
イ
10
・
28
）

と
あ
る
。
傍
若
無
人
、
大
い
な
る
者
へ
の
畏
れ
の
心
が
無
い
者
が
あ
る
が
、
地
獄
に
投
げ
入
れ
る
権
威
あ

る
者
、
す
な
わ
ち
神
を
畏
れ
よ
と
の
心
で
あ
り
、
人
間
を
超
え
た
大
い
な
る
存
在
に
首
こ
う
べを
垂
れ
る
べ
き
こ

と
を
聖
書
は
教
え
て
い
る
。
次
に
、

「
凡
そ
言
を
も
て
人
の
子
に
逆
ふ
者
は
赦
さ
れ
ん
。
さ
れ
ど
聖
霊
を
瀆け
が

す
者
は
赦
さ
れ
じ
。」

（
ル
カ
12
・
10
）

の
御
言
葉
に
注
目
し
た
。
聖
霊
は
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
に
お
架
か
り
に
な
っ
た
後
、
私
た
ち
の
為
に
助
け

主
と
し
て
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
尊
い
霊
で
あ
る
。
こ
れ
を
知
り
な
が
ら
罪
を
犯
し
、
キ
リ
ス
ト
を
侮
っ
た

り
踏
み
付
け
た
り
す
る
こ
と
は
、
サ
タ
ン
の
手
先
で
あ
り
、
永
遠
に
赦
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
上
記
の
、

「
身
と
霊
魂
と
を
ゲ
ヘ
ナ
に
て
滅
ぼ
し
得
る
者
を
お
そ
れ
よ
」

の
御
言
葉
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

続
い
て
、
講
筵
の
本
題
に
入
り
、
ル
カ
伝
12
章
49
～
50
節
の
御
言
葉
に
目
を
向
け
た
。
先
生
は
、
キ
リ

ス
ト
が
一
番
願
っ
て
お
ら
れ
た
の
は
、
弟
子
た
ち
に
聖
霊
の
火
が
燃
え
上
が
る
こ
と
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト

は
聖
霊
を
与
え
ん
が
た
め
こ
の
世
に
来
ら
れ
た
、
と
話
さ
れ
た
。
こ
こ
で
ヨ
ハ
ネ
伝
1
章
29
節
以
下
に
目

を
移
し
、
洗
礼
の
ヨ
ハ
ネ
が
イ
エ
ス
の
こ
と
を
、「
世
の
罪
を
除
く
神
の
子
羊
」
で
あ
り
、「
聖
霊
に
て
バ
プ

テ
ス
マ
を
施
す
者
」
と
述
べ
て
い
る
箇
所
を
引
か
れ
た
。
主
イ
エ
ス
は
、
十
字
架
で
私
た
ち
の
罪
（
自
己
中

心
の
「
肉
」
な
る
相
）
を
根
源
的
に
帳
消
し
に
し
、
神
中
心
に
生
き
る
者
と
し
て
新
た
に
造
り
替
え
、
そ
こ

に
聖
霊
を
注
ぎ
込
も
う
と
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
を
神
の
子
と
す
る
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
が
生
命
を
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
夢
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
恵
み
を
戴
い
た
者
と
し
て
、
使
徒
行
伝
の
ペ
テ
ロ
、
パ
ウ

ロ
の
次
元
に
突
き
進
ん
で
欲
し
い
、
と
熱
く
語
ら
れ
た
。

最
後
に
先
生
は
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
2
章
20
節
以
下
と
、
コ
ロ
サ
イ
書
3
章
1
～
4
節
を
深
く
受
け
取
る
よ

う
に
と
奨
励
さ
れ
た
。
パ
ウ
ロ
は
ロ
ー
マ
の
信
徒
た
ち
に

「
喜
ぶ
者
と
共
に
喜
び
、
泣
く
者
と
共
に
泣
け
」

と
勧
め
た
（
ロ
マ
書
12
・
15
）
が
、
私
た
ち
も
集
会
の
最
後
に
祈
っ
た
姉
妹
の
こ
と
を
共
に
祈
り
続
け
た
い
。
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「
助
け
主
、
真
理
の
御
霊
」
な
る
聖
霊

２
０
１
９
年
6
月
9
日

聖
書
朗
読　
使
徒
行
伝
2
章
1
～
24
、
32
～
33
節

今
日
は
、
今
年
の
聖
霊
降
臨
節
（
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
）
記
念
日
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、「
聖
霊
」
に
焦
点
を
当

て
て
御
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
初
め
に
使
徒
行
伝
に
目
を
向
け
、
１
章
か
ら
２
章
ま
で
を
読
み
進

ん
だ
。
使
徒
行
伝
の
初
め
に
イ
エ
ス
は
、
十
字
架
の
苦
難
を
受
け
た
後
、
使
徒
た
ち
に
、

「
エ
ル
サ
レ
ム
を
離
れ
ず
し
て
、
私
か
ら
聞
い
た
父
の
約
束
を
待
つ
よ
う
」

に
告
げ
、
更
に
、

「
汝
等
は
間
も
な
く
聖
霊
に
て
バ
プ
テ
ス
マ
を
施
さ
れ
、
か
つ
、
聖
霊
が
臨
む
と
き
能ち
か
ら力

を

受
け
る
」

と
告
げ
ら
れ
た
（
使
徒
行
伝
1･

3
～
8
）。
こ
こ
を
先
生
は
、

「
イ
エ
ス
の
十
字
架
を
全
身
で
受
け
取
る
者
は
、
も
は
や
罪
な
き
も
の
、
義
な
る
者
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
こ
に
聖
霊
が
注
ぎ
込
ま
れ
、
生い
の
ち命
と
喜
び
、
平
安
が
与
え
ら
れ
、
神
の
力
を
戴
い
て
世

の
光
、
地
の
塩
と
さ
れ
る
」

と
話
さ
れ
た
。
続
い
て
２
章
の
聖
霊
降
臨
の
記
事
に
進
ん
だ
。
こ
こ
は
聖
霊
の
降
る
様
子
と
、
聖
霊
に
満

た
さ
れ
た
ペ
テ
ロ
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
ペ
テ
ロ
は
、

「
す
べ
て
主
の
御
名
を
呼
び
頼
む
者
は
救
わ
れ
る
」

「
イ
エ
ス
が
死
に
支
配
さ
れ
る
方
で
は
な
く
、
私
た
ち
に
約
束
の
聖
霊
を
注
い
で
く
だ
さ
る

方
で
あ
る
」

と
告
白
し
て
い
る
。
聖
霊
が
、
い
つ
、
ど
の
様
な
形
で
臨
む
か
、
こ
れ
は
神
様
の
御
手
の
中
に
あ
る
。
こ

の
生
命
の
霊
、
愛
の
霊
を
頂
け
る
よ
う
祈
り
求
め
た
い
。

続
い
て
先
生
は
、
ヨ
ハ
ネ
伝
13
章
～
15
章
の
聖
霊
の
箇
所
に
目
を
向
け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
キ
リ
ス

ト
の
訣
別
の
言
葉
の
中
に
、
聖
霊
の
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
書
か
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
は
、

「
聖
霊
が
私
た
ち
の
助
け
主
で
あ
り
、
真
理
の
御
霊
で
あ
る
こ
と
、
私
を
愛
す
る
と
は
そ
の
御
言

葉
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
私
が
去
っ
た
後
、
父
な
る
神
様
が
遣
わ
す
聖
霊
が
萬
の
こ
と
教
え
る
」

と
語
ら
れ
る
。
同
時
に
キ
リ
ス
ト
は
、
私
た
ち
に
、

「
心
を
騒
が
す
な
、
わ
が
平
安
を
汝
ら
に
与
え
る
」

と
し
て
、「

我
に
居
れ
、
さ
ら
ば
我
な
ん
じ
ら
に
居
ら
ん
」（
ヨ
ハ
ネ
15
・
4
）

と
諭
さ
れ
た
。
最
後
に
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
奨
励
さ
れ
た
。
私
た
ち
の
集
会
を
支
え
る
力
も
、
こ
の
世

で
キ
リ
ス
ト
と
共
に
生
き
る
こ
と
も
、
人
間
の
熱
心
だ
け
で
続
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
人
ひ
と
り

が
イ
ザ
ヤ
書
64
章
１
節
以
下
の
切
な
る
祈
り
を
も
っ
て
御
霊
を
祈
り
求
め
、
互
い
に
相
愛
し
て
集
会
に
聖

霊
の
火
が
燃
え
上
が
る
よ
う
願
い
、
何
よ
り
も
主
の
絶
大
な
る
能ち
か
ら力
に
全
托
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
。

本
日
、
先
生
か
ら
、
２
０
０
７
年
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
発
行
の
小
冊
子
「
聖
霊
・
助
け
主
・
真
理
の
御
霊
」

の
紹
介
が
あ
っ
た
。
聖
霊
降
臨
節
集
会
の
御
講
筵
で
あ
り
、
熟
読
を
お
願
い
し
た
い
。
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（
わ
が
福
音
）

２
０
１
９
年
6
月
16
日

奥
田 

昌
道

こ
の
日
は
、
司
会
を
担
当
す
る
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
都
合
が
つ
か
な
い
と
の
こ
と
で
、
御
所
で
の
早
天
祈

祷
会
の
よ
う
な
つ
も
り
で
、奥
田
が
行
う
こ
と
と
し
、「
わ
が
福
音
」
と
題
す
る
講
筵
レ
ジ
ュ
メ
を
配
布
し
て
、

そ
れ
に
即
し
て
話
す
こ
と
と
し
た
。
以
下
は
、
そ
の
要
約
で
あ
る
。

１　
神
・
キ
リ
ス
ト
の
前
に
、
人
間
（
自
己
）
は
如
何
な
る
存
在
か
？

「
義
人
な
し
、
一
人
だ
に
な
し
」（
パ
ウ
ロ
の
告
白
）

聖
書
（
新
約
聖
書
）
に
照
ら
し
て
、
そ
の
光
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
、
神
・
キ
リ
ス
ト
の
前
に
、
自
分
が

如
何
な
る
存
在
か
が
明
ら
か
に
な
る
。

聖
書
、キ
リ
ス
ト
の
言
葉
に
よ
っ
て
、は
じ
め
て
、「
生
と
死
」
の
問
題
、キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
奥
義
が
、

明
ら
か
に
さ
れ
た
。　
コ
リ
ン
ト
前
書
1
章
18
～
31
節

２　
現
在
時
点
で
の
自
己
認
識
の
内
容

①  

「
我
、
主
と
偕
に
十
字
架
に
付
け
ら
れ
た
り
。
我
も
は
や
生
く
る
に
非
ず
、
キ
リ
ス
ト
（
御

霊
の
キ
リ
ス
ト
）
わ
が
内
に
在
り
て
生
き
給
う
な
り
。（
同
時
に
「
霊
」
な
る
）
我
も
ま
た
、
キ
リ

ス
ト
と
偕
に
生
く
る
な
り
」（
ガ
ラ
テ
ヤ
書
2
章
20
節
）

②　
コ
ロ
サ
イ
書
3
章
1
～
3
節

③　
詳
し
く
は
、
ロ
マ
書
8
章

３　
生
き
方
、
生
き
る
上
で
の
指
針
、
目
標
、
規
準
等

（
１
）
マ
タ
イ
伝
6
章
25
～
34
節

「
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
」

ル
カ
伝
で
は
12
章
22
～
34
節

「
た
だ
、
父
の
御
国
を
求
め
よ
」

「
汝
ら
に
御
国
を
賜
う
こ
と
は
、
汝
ら
の
父
の
御
意
な
り
。」

（
２
）
ヨ
ハ
ネ
伝
3
章
3
～
8
節
、
同
6
章
63
節
、
同
4
章
24
節

（
３
）
ヨ
ハ
ネ
伝
12
章
24
～
25
節
、

「
一
粒
の
麦
、
地
に
落
ち
て
死
な
ず
ば
…
…
」

　
　

 

ル
カ
伝
9
章
23
節
、
同
14
章
25
～
27
節
、

「
己
を
棄
て
、
日
々
お
の
が
十
字
架
を
負
ひ
て
…
」

（
４
）
キ
リ
ス
ト
告
白
の
大
切
さ
。
ル
カ
伝
12
章
8
～
9
節
、
マ
タ
イ
伝
10
章
32
～
33
節

（
５
）
ピ
リ
ピ
書
1
章
20
～
25
節

「
我
が
生
く
る
は
キ
リ
ス
ト
、
死
ぬ
る
も
ま
た
益
な
り
。」

（
６
）
こ
の
世
の
人
の
生
き
方
。
ピ
リ
ピ
書
2
章
21
節
、
同
3
章
17
～
19
節

（
７
）
我
ら
の
希
望
。
ピ
リ
ピ
書
3
章
20
～
21
節
、
コ
ロ
サ
イ
書
3
章
3
～
4
節

（
８
）
我
ら
の
生
き
方
。
コ
ロ
サ
イ
書
3
章
1
～
4
節
、
9
～
17
節
、
ピ
リ
ピ
書
4
章
4
～
9
節
、
テ
モ

テ
前
書
6
章
6
～
8
節
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（
我
々
の
目
標
）

２
０
１
９
年
6
月
23
日

先
生
は
、
聖
歌
602
番
の

「
昨
日
も
今
日
も
永
久
に
変
わ
り
な
き
イ
エ
ス
の
御
言
葉
の
慕
わ
し
さ
、

赦
し
と
癒
し
を
今
日
も
な
お
、
イ
エ
ス
は
変
わ
り
な
く
与
え
賜
う
、

よ
し
世
の
全
て
は
変
わ
る
と
も
、
変
わ
り
な
き
イ
エ
ス
に
栄
在
れ
」

の
歌
詞
を
生
活
の
中
で
実
感
し
て
く
だ
さ
い
と
講
筵
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、小
池
先
生
が
１
９
９
６
年
６
月
２
日
に
行
わ
れ
た
京
都
で
の
最
後
の
ご
講
演（「
霊
愛
」）の
中
で
、

「
キ
リ
ス
ト
の
霊
は
捨
て
身
の
愛
の
霊
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
取
る
と
、
キ
リ
ス
ト
が
乗
り
移
っ

て
燃
え
ざ
る
を
得
な
い
。」

な
ど
と
語
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
我
々
が
キ
リ
ス
ト
の
愛
に
触
れ
て
そ
の

分
身
と
さ
れ
た
以
上
、
我
々
の
目
標
は
、
キ
リ
ス
ト
か
ら
聖
霊
を
い
た
だ
き
、
キ
リ
ス
ト
と
同
質
の
生
命

を
生
き
る
こ
と
、
日
々
キ
リ
ス
ト
と
同
じ
愛
の
業
を
す
る
こ
と
に
あ
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

本
論
の
ル
カ
伝
13
章
か
ら
は
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
ま
し
た
。
１
節
か
ら
５
節
の
箇
所
に
つ
い
て
、
東

日
本
大
震
災
の
よ
う
な
理
不
尽
な
こ
と
に
見
舞
わ
れ
た
時
に
、
な
ぜ
自
分
は
こ
の
よ
う
な
運
命
に
な
る
の

か
と
問
い
た
く
な
り
ま
す
が
、
神
様
に
対
し
て
自
分
で
ど
う
に
も
で
き
な
い
運
命
の
理
由
を
尋
ね
な
い
。

苦
し
み
や
悲
し
み
の
原
因
を
知
っ
た
と
こ
ろ
で
、
苦
し
み
や
悲
し
み
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

聖
書
が
教
え
て
い
る
の
は
、
苦
し
み
や
悲
し
み
の
中
で
、
私
た
ち
が
何
を
目
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

イ
エ
ス
は
、
生
ま
れ
つ
き
目
が
見
え
な
い
人
に
つ
い
て
誰
の
罪
か
と
問
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

「
神
の
業
が
現
れ
る
た
め
」

と
答
え
ら
れ
ま
し
た
（
ヨ
ハ
ネ
伝
９
章
１
節
か
ら
３
節
）。
我
々
の
あ
ら
ゆ
る
判
断
基
準
の
根
本
は
、
キ
リ
ス

ト
に
あ
り
ま
す
。我
々
が
原
因
を
遡
っ
て
探
し
て
み
て
も
苦
し
み
も
悲
し
み
も
な
く
な
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、

未
来
に
目
を
向
け
る
と
、そ
こ
か
ら
神
様
の
業
が
現
れ
ま
す
か
ら
、そ
の
よ
う
な
危
機
に
遭
っ
た
と
き
こ
そ
、

神
様
を
讃
美
し
て
神
様
に
立
ち
返
る
と
、
苦
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

何
が
あ
っ
て
も
、
我
々
の
在
り
方
は
、
神
様
の
前
に
ひ
れ
伏
す
だ
け
で
す
。
キ
リ
ス
ト
に
、
御
心
だ
け

を
成
就
し
て
く
だ
さ
い
と
祈
り
、
勇
気
を
持
っ
て
全
托
し
て
ゆ
く
だ
け
で
す
。
た
と
え
、
我
々
の
信
仰
が

芥
種
一
粒
の
よ
う
な
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
の
御
言
葉
と
聖
霊
を
い
た
だ
い
た
か
ら
に
は
、

大
き
く
実
を
結
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
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（
キ
リ
ス
ト
一
筋
で
生
き
る
）

２
０
１
９
年
6
月
30
日

こ
の
日
の
集
会
で
は
、
ル
カ
伝
14
章
か
ら
16
章
ま
で
を
中
心
に
、
主
の
御
心
を
知
る
べ
く
、
先
生
と
共
に

学
ん
だ
。
先
生
も
ま
た
、
主
か
ら
学
ぶ
立
場
に
お
ら
れ
る
。
先
生
は
、
集
会
が
主
の
聖
霊
に
よ
っ
て
豊
か

に
祝
福
さ
れ
た
も
の
に
な
る
為
に
、
集
会
員
一
人
一
人
が
主
か
ら
頂
い
た
恵
み
を
証
言
す
る
こ
と
を
求
め

て
お
ら
れ
る
と
思
う
。
主
こ
そ
、
聖
霊
に
よ
っ
て
我
々
を
豊
か
に
祝
福
し
た
い
と
願
っ
て
お
ら
れ
る
。
主

は
親
鳥
が
羽
の
下
に
雛
鳥
を
集
め
る
よ
う
に
、
我
々
を
大
事
に
思
っ
て
お
ら
れ
る
。
視
点
を
自
分
や
こ
の

世
の
現
実
に
向
け
れ
ば
、思
い
出
す
事
の
ほ
と
ん
ど
が
辛
く
苦
し
く
悲
し
い
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

神
・
キ
リ
ス
ト
の
視
点
に
立
っ
て
自
分
や
こ
の
世
を
見
れ
ば
、
主
は
ど
の
様
に
自
分
や
こ
の
世
を
ご
覧
に

な
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
何
を
求
め
て
お
ら
れ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
恵
み
を
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
に
気
付
く
。

集
会
は
集
会
員
皆
で
作
り
上
げ
る
も
の
で
、
皆
が
主
に
あ
っ
て
幼
子
の
よ
う
に
恰
好
を
付
け
ず
に
明
る
く

生
き
生
き
と
証
言
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
、
そ
の
ま
ま
世
の
光
と
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
集
会
に
救
い
を
求

め
る
人
が
集
ま
り
、
主
の
祝
福
は
一
層
増
し
加
え
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。

ル
カ
伝
14
章
12
節
以
下
で
は
、
主
の
視
点
を
持
た
な
け
れ
ば
、
正
確
に
は
理
解
で
き
な
い
主
の
言
葉
が

続
く
（
特
に
25
節
以
下
）。
我
々
の
霊
的
な
成
長
の
度
合
に
よ
っ
て
、理
解
の
仕
方
は
変
化
し
て
行
く
だ
ろ
う
。

理
解
で
き
な
い
も
の
を
無
理
に
理
解
し
よ
う
と
し
な
く
て
も
、
主
に
あ
っ
て
成
長
し
て
い
け
ば
、
自
然
と

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
先
生
は
、
主
の
厳
し
い
言
葉
に
出
会
っ
て
、

「
私
（
キ
リ
ス
ト
）
か
ら
力
と
生
命
を
頂
い
た
の
な
ら
、
私
（
キ
リ
ス
ト
）
一
筋
で
来
な
さ
い
」

と
受
け
取
ら
れ
た
。
何
を
さ
て
置
き
、
キ
リ
ス
ト
第
一
で
行
け
ば
、
主
が
万
事
を
益
と
し
て
く
だ
さ
る
と
。

主
の
厳
し
い
言
動
は
、
神
の
義
の
厳
し
さ
で
も
あ
る
と
思
う
。
神
の
義
の
前
に
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
人

間
は
誰
も
義
人
で
は
あ
り
得
な
い
事
が
明
ら
か
に
な
る
為
に
。
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
は
主
に
降
参
し
て
、

主
か
ら
力
を
頂
い
て
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ル
カ
伝
15
章
の
「
放
蕩
息
子
」
の
た
と
え
話
で
は
、
ど
ん
な
に
主
の
御
心
と
か
け
離
れ
た
生
活
を
し
て

も
、そ
の
生
活
に
本
当
の
生
命
も
歓
び
も
な
い
こ
と
を
ご
存
知
の
主
は
、そ
の
生
活
を
責
め
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
憐
れ
ん
で
、
心
底
悔
い
改
め
て
主
に
立
ち
帰
っ
て
来
た
事
を
喜
ば
れ
た
。

ル
カ
伝
16
章
の
「
金
持
ち
と
ラ
ザ
ロ
」
の
話
で
は
、
こ
の
世
の
利
己
的
な
幸
福
を
求
め
る
人
は
、
主
の

宴
席
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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（
キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い
）

２
０
１
９
年
7
月
7
日

集
会
の
初
め
に
奥
田
先
生
は
、
63
年
前
の
７
月
７
日
、
市
川
喜
一
兄
か
ら
イ
エ
ス
様
の
こ
と
を
聴
き
、

そ
の
後
、
主
キ
リ
ス
ト
へ
の
道
を
歩
む
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
感
慨
深
く
話
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
キ
リ
ス

ト
と
の
出
会
い
が
、
先
生
の
人
生
を
決
定
的
に
変
え
、
そ
の
後
、
キ
リ
ス
ト
へ
一
切
を
委
ね
る
生
活
へ
と

変
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
話
さ
れ
た
。
凡
て
主
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
で
あ
る
と
。

聖
日
集
会
の
ル
カ
伝
連
続
講
筵
は
、
ル
カ
17
章
を
（
部
分
的
に
は
18
章
も
）
マ
タ
イ
伝
に
も
触
れ
な
が
ら

学
ん
だ
。
先
生
が
注
目
さ
れ
た
箇
所
と
そ
の
講
筵
要
旨
を
書
い
て
み
る
。

１　
「
小
さ
き
者
」（
ル
カ
17
・
2
、
18
・
15
～
17
、
マ
タ
イ
18
・
１
以
下
）

キ
リ
ス
ト
は
、
幼お
さ
な
ご児
の
心
で
神
の
国
を
受
け
る
者
で
な
け
れ
ば
、
神
の
国
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

言
わ
れ
た
。
先
生
は
詩
篇
第
8
篇
2
節
の
、

「
な
ん
じ
は
嬰お
さ
な
ご児
、
乳
飲
み
児
の
口
に
よ
り
力
の
基も
と
いを
お
き
て
」

を
引
か
れ
、
母
の
胸
に
抱
か
れ
て
眠
る
乳
幼
児
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
に
全
托
す
る
者
に
こ
そ
神
・
キ
リ
ス

ト
の
栄
光
が
顕
わ
れ
る
と
話
さ
れ
た
。

２　
「
赦
し
」（
ル
カ
17
・
3
、
マ
タ
イ
18
・
21
以
下
）

こ
こ
で
は
、
罪
を
犯
し
た
兄
弟
に
対
し
て
心
か
ら
兄
弟
を
赦
す
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
ル
カ
7
章

36
節
以
下
の
、
キ
リ
ス
ト
の
御
足
に
香
油
を
注
い
だ
罪
あ
る
女
の
記
事
と
、
２
人
の
債
務
者
の
記
事
に
も

触
れ
、
私
た
ち
も
神
様
に
多
く
赦
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
イ
エ
ス
様
に
何
を
し
て
い
た
だ
い
た
か
、
そ
の

原
点
を
い
つ
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
と
語
ら
れ
た
。

３　
「
芥
種
一
粒
の
信
」（
ル
カ
17
・
6
）

信
仰
を
量
的
な
も
の
と
考
え
て
い
た
弟
子
た
ち
に
、
キ
リ
ス
ト
は
、
量
で
は
な
い
質
だ
と
言
わ
れ
た
。

自
分
の
思
い
を
乗
り
越
え
、
キ
リ
ス
ト
の
御
言
葉
を
「
然
り
」
と
受
け
取
る
こ
と
。
古
い
自
分
は
既
に
十

字
架
の
上
で
死
ん
だ
者
で
あ
り
、
新
し
く
天
の
次
元
を
賜
っ
て
霊
な
る
人
と
し
て
生
き
る
者
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
（
ガ
ラ
テ
ヤ
書
２
章
20
節
以
下
）
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
だ
と
。

４　
「
十
人
の
ら
い
病
人
の
話
」（
ル
カ
17
・
11
以
下
）

イ
エ
ス
の
言
葉
に
素
直
に
従
っ
て
行
動
し
た
ら
い
病
人
、
そ
こ
に
御
業
が
成
就
し
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、

喜
び
帰
っ
て
来
た
一
人
の
ら
い
病
人
（
他
国
人
）
に
、

「
幼
子
の
心
で
私
に
委
ね
た
あ
な
た
の
信
が
、
あ
な
た
を
変
え
た
の
で
す
よ
。」

と
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
は
、
私
た
ち
に
、

「
私
（
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
）
が
神
の
国
だ
よ
、
私
は
い
つ
も
あ
な
た
と
共
に
居
る
よ
、
集
会
の
中

に
、
一
人
び
と
り
の
生
活
の
中
に
、
い
つ
も
居
る
か
ら
ね
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
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（
主
の
道
を
歩
む
）

２
０
１
９
年
7
月
14
日

奥
田
先
生
は
、
集
会
員
の
目
が
開
か
れ
る
よ
う
に
、
間
違
い
な
く
主
の
道
を
歩
む
よ
う
に
、
聖
書
が
本

当
に
読
め
る
よ
う
に
と
、
熱
く
語
ら
れ
る
。
ご
自
身
が
学
ん
で
来
ら
れ
た
こ
と
、
確
信
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
の
全
て
を
出
し
切
る
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

先
生
は
、
あ
の
世
に
召
さ
れ
て
も
我
々
の
為
に
働
く
と
仰
る
。
こ
の
世
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
主
に

迎
え
ら
れ
、
幸
子
姉
や
翔
君
達
と
再
会
し
、
永
遠
の
歓
び
と
生
命
に
溢
れ
て
働
か
れ
る
に
違
い
な
い
。
そ

う
考
え
る
と
、
き
っ
と
小
池
先
生
も
今
も
我
々
に
対
し
て
働
き
か
け
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

我
々
は
、
そ
の
身
に
降
り
か
か
る
艱
難
・
苦
難
に
顔
を
背
け
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
る
べ

く
主
か
ら
力
を
頂
い
て
、
主
の
十
字
架
を
担
っ
て
、
雄
々
し
く
人
生
を
全
う
し
た
暁
に
は
、
居
並
ぶ
天
使

た
ち
と
共
に
、
主
が
、

「
よ
く
や
っ
た
。忠
実
な
僕
よ
、天
国
を
共
に
受
け
継
ぎ
な
さ
い
。お
前
の
為
に
用
意
し
た
も
の
だ
」

と
抱
き
し
め
て
く
だ
さ
る
に
違
い
な
い
。

「
神
は
、
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」：
自
立
心
を
持
っ
て
必
死
で
生
き
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
が
必
要
に
な
る
。
苦
難
の
果
て
に
キ
リ
ス
ト
の
有
難
さ
が
分
か
る
。

「
霊
力
的
宗
教
か
道
念
的
福
音
か
」：
霊
力
的
宗
教
は
、
霊
的
傲
慢
に
陥
り
、
お
よ
そ
キ
リ
ス
ト
の
福
音
と

は
正
反
対
の
も
の
と
な
る
。
道
念
（
求
道
）
的
福
音
を
貫
く
に
は
、
自
己
義
認
（
神
の
前
に
己
を
正
し
い
と
す

る
）
に
対
す
る
徹
底
し
た
否
定
が
必
要
。
し
か
し
、
生
来
の
人
は
ど
う
し
て
も
神
の
前
に
自
己
義
認
し
て
し

ま
う
。
だ
か
ら
、
神
の
律
法
や
キ
リ
ス
ト
の
厳
し
い
言
行
が
無
理
難
題
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
。
キ
リ
ス

ト
は
、
神
の
前
に
自
己
義
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
神
の
御
心
を
ご
自
分
の
心
と
し
て
、
十
字
架
の
死
に
至
る

ま
で
従
わ
れ
た
。
必
要
な
こ
と
は
、「
自
分
に
は
出
来
な
い
」
と
気
付
き
、
主
に
降
参
す
る
こ
と
。
主
に
降

参
し
、
謙
虚
に
な
ら
な
い
限
り
聖
書
の
扉
は
開
か
れ
な
い
と
小
池
先
生
は
語
ら
れ
た
。

主
は
、
人
類
を
自
己
義
認
と
い
う
根
源
的
な
罪
か
ら
解
放
す
る
為
に
、
十
字
架
を
そ
の
身
に
負
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。
主
が
十
字
架
を
負
っ
て
く
だ
さ
ら
な
け
れ
ば
、
天
が
開
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
従
っ
て
誰
も

天
的
な
歓
び
や
生
命
を
味
わ
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
よ
う
な
主
の
十
字
架
を
感
謝
し
て
受
け
取
れ
ば
、

我
々
は
自
己
義
認
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
霊
的
根
源
現
実
と
し
て
は
罪
な
き
義
人
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
我
々

も
歓
び
を
も
っ
て
主
の
十
字
架
を
と
る
の
で
あ
る
。

「
も
は
や
我
、
生
く
る
に
あ
ら
ず
。
キ
リ
ス
ト
、
我
が
内
に
生
き
た
も
う
な
り
」（
ガ
ラ
テ
ヤ

2
・
20
）

が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
・
土
台
で
あ
る
と
、
奥
田
先
生
は
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
た
。
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（
主
様
と
一
如
）

２
０
１
９
年
7
月
28
日

「
ま
ず
、
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
、
さ
ら
ば
凡
て
こ
れ
ら
の
物
は
汝
ら
に
加
へ
ら
る

べ
し
」（
マ
タ
イ
伝
福
音
書
６
章
33
節
）

ま
ず
、
主
様
の
視
点
（
主
様
が
主
役
）
で
人
生
を
新
鮮
に
見
つ
め
る
な
ら
、
主
様
が
あ
な
た
に
願
っ
て
お

ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
人
生
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
様
の
や
り
方
に
倣
う
な
ら
、
主
様
が
あ
な
た
の
た
め
に
計
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
本
当
の
人
生
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

先
生
は
、
召
団
員
に
本
当
の
道
を
示
す
た
め
に
講
筵
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
が
お
教
え
に
な
っ
た
義
と
は
、
心
と
生
活
と
を
主
様
の
御み
こ
こ
ろ意

の
あ
ら
わ
れ
に
直
結
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、神
の
国
と
神
の
義
と
は
イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
様
そ
の
も
の
で
、イ
エ
ス
様
の
中
（
エ
ン・ク
リ
ス
ト
）

に
す
べ
て
が
包
摂
さ
れ
て
い
ま
す
、
と
仰
い
ま
し
た
。

「
聖み
ふ
み書

の
現う
つ
つ実

は		

次
元
の
高
き

み
霊た
ま
の
た
ば
し
る	

生い
の
ち命
の
世
界

聖み
む
ね旨

の
ま
に
ま
に	

わ
が
業
を
な
し

主
に
在
る
生
き
ざ
ま	

貫
き
往
か
ん
」（
小
池
辰
雄
作
「
使
徒
ら
の
昔
を
」
の
1
節
・
4
節
）

地
上
で
最
も
確
実
な
生
命
保
険（
神
の
国
）は
、イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
様
と
つ
な
が
る
こ
と（
一
如
の
相
）で
す
。

主
様
と
一
如
で
あ
る
な
ら
、
あ
な
た
に
失
敗
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

あ
な
た
が
主
様
と
結
ん
で
い
る
契
約
が
、
祝
福
を
保
証
す
る
か
ら
で
す
。　
平
安

〔
註　

B2
「
使
徒
ら
の
昔
を
」(1979.12.9) （
讃
美
歌
359 「
夕
陽
は
か
く
れ
て
」
の
曲
で
）

１
．
使
徒
ら
の
昔
を
慕
い
て
我
は
、
聖みふ
み書

に
読
み
入
り
祈
り
て
あ
れ
ば

　
　
　
《
お
り
か
え
し
》

　
　

み
霊
の
我
が
主
は
わ
が
身
を
抱
き
、
十
字
架
に
耐
え
得
る
力
を
賜
う
。

２
．
聖みふ
み書

の
現うつ
つ実

は
次
元
の
高
き
、
み
霊
の
た
ば
し
る
生いの
ち命

の
世
界
。

３
．
主
の
日
を
遵まも
り
て
戦
い
あ
れ
ば
、
聖み
霊
も
呻
き
て
執
り
成
し
給
う
。

４
．
聖みむ
ね旨

の
ま
に
ま
に
わ
が
業わざ
を
な
し
、
主
に
在
る
生
き
ざ
ま
貫
き
往
か
ん
。

５
．
わ
が
世
の
旅
路
も
日
暮
を
迎
え
、
夕
ゆ
う
べの
鐘
の
音ね　

暮
ぼ
い
ん
じ
ょ
う
じ
ょ
う

韻
嫋
々
。

６
．
終おわ
り末

の
峠
を
踏
み
越
え
進
み
、
星
の
し
る
べ
に
て
嶮
路
を
往
か
ん
。

７
．
常とこ
よ世
の
晨
あ
し
たの
明
く
る
と
き
に
は
、
天
み
つ
か
い使
天あ
も降
り
て
昇
ら
せ
給
え
！
〕
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（
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
を
）

２
０
１
９
年
8
月
2
日

２
０
１
９
年
7
月
28
日
（
日
）
の
「
集
会
だ
よ
り
」
は
、
司
会
者
の
Ｍ
兄
に
代
っ
て
奥
田
が
作
成
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

集
会
の
最
初
に
、
奥
田
は
、
小
池
先
生
か
ら
お
聴
き
し
た
覚
如
上
人
の
歌
、

「
南
無
と
言
へ
ば　
仏
来
に
け
り　
此
の
一
つ
身
を　
我
と
や
言
は
ん　
仏
と
や
言
は
ん
」

を
引
い
て
、
我
々
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、
こ
の
歌
以
下
で
あ
っ
た
ら
、
主
キ
リ
ス
ト
に
対
し
て
申
し
訳
な
い

と
話
し
ま
し
た
。「
南
無
」
は
、「
帰
依
帰
入
」（
帰
入
は
祈
入
に
も
通
じ
る
）
の
意
。
我
々
は
、

「
南
無
キ
リ
ス
ト
！  

南
無
主
さ
ま
！
」

と
主
キ
リ
ス
ト
に
呼
び
か
け
れ
ば
直
ち
に
「
主
キ
リ
ス
ト
（
御
霊
の
キ
リ
ス
ト
）」
と
一
つ
に
し
て
頂
け
る
。

「
我
、
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
。
キ
リ
ス
ト
、
我
が
う
ち
に
」

の
霊
的
現
実
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
。
主
キ
リ
ス
ト
は
、
そ
れ
を
望
ん
で
い
て
く
だ
さ
る
。
そ
の
た
め
に
、

十
字
架
に
か
か
っ
て
、
我
々
の
罪
（
自
己
執
着
。
神
・
キ
リ
ス
ト
よ
り
も
、
自
分
を
第
一
と
す
る
在
り
方
）
を
十

字
架
で
片
付
け
て
く
だ
さ
っ
た
。

「
我
、
主
と
偕
に
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
り
。
最
早
、
我
生
く
る
に
非
ず
、
キ
リ
ス
ト
我
が

内
に
在
り
て
生
く
る
な
り
。
今
わ
れ
肉
体
に
在
り
て
生
く
る
は
、
我
を
愛
し
て
我
が
た
め

に
己
が
身
を
捨
て
給
ひ
し
神
の
子
を
信
受
す
る
に
由
り
て
生
く
る
な
り
。」（
ガ
ラ
テ
ヤ
書
2

章
20
節
）

を
自
分
自
身
の
告
白
と
し
て
日
々
を
生
き
る
。
こ
う
し
て
、奥
田
が
本
年
の
課
題
と
し
た
、「
聖
書
を
生
き
る
、

キ
リ
ス
ト
を
生
き
る
」
が
現
実
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
日
々
で
あ
る
な
ら
ば
、「
感
謝
、
讃
美
、

祈
り
」
の
中
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
、
日
曜
日
の
集
会
ご
と
に
、「
感
謝
、
讃
美
、
祈
り
」
の
証
言
が
続
出

す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

講
筵
の
題
目
は
、「
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
を
！
」。「
神
の
国
」
も
「
神
の
義
」
も
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
ご
自
身
の
中
に
来
て
い
ま
す
か
ら
、

「
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
」

と
は
、「
私
（
イ
エ
ス
）
を
求
め
よ
」
で
あ
り
、
そ
れ
も
、「
ま
ず
」
な
の
で
す
。「
何
は
さ
て
お
き
、
ま
ず

第
一
に
」
な
の
で
す
。
我
々
は
、
と
も
す
れ
ば
、
自
分
の
考
え
、
自
分
の
境
遇
、
自
分
が
直
面
し
て
い
る
問
題
な
ど
、「
自
分
」

か
ら
出
発
し
が
ち
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
主
キ
リ
ス
ト
は
、「
ま
ず
、
主
キ
リ
ス
ト
を
求
め
る
の
だ
よ
」
と
呼
び
か

け
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、我
々
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
、す
べ
て
ご
存
知
で
在
り
給
い
ま
す
。「
主

さ
ま
、
主
キ
リ
ス
ト
さ
ま
！
」
と
い
つ
も
、
主
の
懐
に
飛
び
込
ん
で
行
く
、
そ
れ
を
主
は
望
み
、
待
っ
て

い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
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（
聖
書
に
お
け
る
『
自
由
』、
キ
リ
ス
ト
の
賜
う
『
自
由
』）

２
０
１
９
年
8
月
4
日

今
日
は
、「
聖
書
に
お
け
る
『
自
由
』、
キ
リ
ス
ト
の
賜
う
『
自
由
』」
と
題
し
て
聖
書
に
お
け
る
「
自
由
」

と
は
何
か
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
自
由
に
は
、

①
「
～
か
ら
の
自
由
（
消
極
的
自
由
、liberty from

）」

②
「
～
へ
の
自
由
（
積
極
的
自
由
、liberty to

）」

の
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
聖
書
に
お
い
て
は
、

①
の
自
由
は
、
束
縛
か
ら
の
解
放
、
罪
か
ら
の
解
放
を
意
味
し
ま
す
。

②
の
自
由
は
、
愛
へ
の
自
由
、
す
な
わ
ち
、
神
様
に
愛
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
に
、
人
を
愛
し
、
人
に
命
を

与
え
る
使
命
を
果
た
す
自
由
を
意
味
し
ま
す
。

①
の
自
由
は
、キ
リ
ス
ト
抜
き
で
は
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
①
の
自
由
を
得
る
た
め
に
は
、

十
字
架
が
必
要
で
す
。
キ
リ
ス
ト
が
、

「
私
が
お
前
の
全
て
を
引
き
受
け
た
」

と
い
わ
れ
る
十
字
架
の
事
実
を
真
剣
に
受
け
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
本

当
の
自
由
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

十
字
架
に
よ
っ
て
古
い
自
分
に
死
ん
で
、
①
の
自
由
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
、
次
は
、
キ
リ
ス
ト
を

讃
え
る
愛
が
燃
え
て
き
て
、
②
の
愛
へ
の
自
由
に
至
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
は
、
私
た
ち
に
二
つ
の
自
由
を
与
え
て
、
私
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
の
証
人
と
し

て
こ
の
世
で
働
い
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

先
生
は
、昭
和
31
年
夏
に
オ
ズ
ボ
ー
ン
宣
教
師
の
集
会
で
の
原
体
験
（
束
縛
か
ら
の
解
放
、自
我
か
ら
の
解
放
）

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
自
分
が
あ
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
が
全
て
を
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
た
時
に
は
苦
悩
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
十
字
架
を
受
け
取
っ
て
初
め
て
、
光
の
中
で
生

命
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
精
神
的
な
病
も
消
え
た
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
た
か
ら
、
悩
み
が
全
て
な
く
な
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
て
い
く
以
上
、
次
か

ら
次
と
艱
難
は
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
絶
え
ず
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
で
す
。
自
分
に
都
合
の

良
い
神
様
を
求
め
て
い
な
い
か
、
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
を
求
め
て
い
る
か
を
絶
え
ず
問
い
か
け
て
、
あ
ら
ゆ

る
艱
難
を
キ
リ
ス
ト
に
預
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
艱
難
に
対
す
る
答
え
の
み
な
ら
ず
、
大
き
な

平
安
と
慰
め
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
目
に
見
え
る
運
命
環
境
を
乗
り
越
え
て
、
そ
の
奧
に
あ
る
神
様
の
光
と

啓
示
を
受
け
取
っ
て
前
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
御
霊
に
あ
っ
て
意
気
盛
ん
な
者
と
し
て
生
き
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
が
私
の
願
い
で
す
。

引
用
聖
書
（
詩
篇
19
篇
、マ
タ
イ
６
章
25
節
以
下
、イ
ザ
ヤ
書
30
章
15
節
、ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
１
節
以
下
、15
章
16
節
、

ヨ
ハ
ネ
第
１
の
手
紙
３
章
、コ
ロ
サ
イ
書
３
章
、コ
リ
ン
ト
後
書
３
章
17
節
、18
節
、ガ
ラ
テ
ヤ
書
５
章
１
節
か
ら
14
節
、

６
章
７
節
、
14
節
、
詩
篇
46
篇
）



V20-#9:32/50 （善き業を始め給いし者） ２０１９年 8 月 18 日

制作・著作：  HP「小池・奥田文庫」 ファイル名：PDF 奥田講話第 20 巻 作成 2024/09/09 出力 2025/04/04修正 2025/04/04

（
善
き
業
を
始
め
給
い
し
者
）

２
０
１
９
年
8
月
18
日

集
会
の
初
め
に
聖
歌
638
番
「
や
が
て
天
に
て
」
を
高
ら
か
に
歌
っ
た
。

１
番　
「
御
国
に
住
ま
い
を
備
え
た
ま
え
る
、
主
イ
エ
ス
の
恵
み
を
ほ
め
よ
讃
え
よ
」

４
番　
「
目
当
て
に
向
か
い
て
馳
せ
場
を
走
り
、
輝
く
冠
り
を
御
殿
に
て
受
け
ん
。

や
が
て
、
天
に
て
喜
び
楽
し
ま
ん
。
君
に
ま
み
え
て
勝
ち
歌
を
歌
わ
ん
」

主
キ
リ
ス
ト
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
天
に
御
国
を
備
え
て
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
。
こ
の
歌
は
、
そ
の

日
の
喜
び
を
心
の
目
で
し
っ
か
り
見
つ
め
、
地
上
で
の
日
々
の
業
に
励
も
う
と
勧
め
る
明
る
い
歌
だ
。

今
日
の
講
筵
は
、
ピ
リ
ピ
書
か
ら
御
言
葉
を
学
ん
だ
。
ピ
リ
ピ
書
は
、
パ
ウ
ロ
が
ピ
リ
ピ
の
兄
弟
姉
妹

に
書
き
送
っ
た
愛
あ
ふ
れ
る
勧
め
の
言
葉
で
一
杯
だ
。
以
下
、
奥
田
先
生
が
注
目
し
た
御
言
葉
と
お
話
の

要
旨
を
書
い
て
み
る
。

１　
「
我
は
汝
ら
の
衷う
ち
に
善
き
業
を
始
め
給
い
し
者
（
神
様
）
の
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
の

日
ま
で
之
を
全
う
し
給
う
べ
き
こ
と
を
確
信
す
。」（
ピ
リ
ピ
1
・
6
）

こ
の
箇
所
で
先
生
は
、
復
活
の
主
イ
エ
ス
が
栄
光
の
主
と
し
て
お
出
で
に
な
る
日
を
待
ち
望
み
、
私
た

ち
も
福
音
に
相
応
し
く
日
を
過
ご
そ
う
と
勧
め
ら
れ
た
。

２　
「
生
く
る
に
も
死
ぬ
る
に
も
、
我
が
身
に
よ
り
て
キ
リ
ス
ト
の
崇あ
が

め
ら
れ
給
わ
ん
こ
と

を
切
に
願
い
、
…
…
我
に
と
り
て
、
生
く
る
は
キ
リ
ス
ト
な
り
、
死
ぬ
る
も
ま
た
益
な
り
。」

（
同
1
・
20
、
21
）

一
般
的
に
日
本
人
の
信
仰
は
自
分
の
為
に
神
様
を
利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
く
、「
キ
リ

ス
ト
の
た
め
の
自
分
」な
の
で
す
。主
は
私
た
ち
を「
生
命
の
御
霊
の
法
」に
よ
っ
て
新
し
い
人
に
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
か
ら
、
も
は
や
自
分
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ま
づ
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
」

で
貫
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

３　
「
汝
ら
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
の
心
を
心
と
せ
よ
。
即
ち
彼
は
…
…
」（
同
2
・
5
～
9
）

主
様
、
あ
な
た
は
私
に
何
を
望
み
、
ど
ん
な
御
意
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
、
そ
れ
を
教
え
導
い
て
く

だ
さ
い
、
と
い
つ
も
祈
り
心
で
い
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、
主
か
ら
こ
の
世
に
遣
わ
さ
れ
た
い
わ
ば
「
派

遣
社
員
」
で
す
。
派
遣
さ
れ
た
方
の
御
旨
を
第
一
に
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

４　
「
な
ん
じ
ら
呟つ
ぶ
やか

ず
疑
わ
ず
し
て
、
凡
て
の
事
を
お
こ
な
え
。」（
同
2
・
14
）

「
汝
ら
は
生
命
の
言
を
保
ち
て
、
世
の
光
の
ご
と
く
此
の
時
代
に
輝
く
」（
同
2
・
15
）

つ
ぶ
や
き
、
疑
い
は
危
険
信
号
。
キ
リ
ス
ト
の
導
き
に
全
身
全
霊
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
。
最
後
に
先
生
は
、

今
週
末
に
迫
っ
た
夏
季
特
集
に
向
け
て
、
キ
リ
ス
ト
に
燃
や
さ
れ
て
集
会
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
と
述
べ
、

祈
り
の
火
が
燃
え
上
が
る
祈
り
の
集
会
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
話
さ
れ
た
。
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（
主
を
悦
ば
せ
ん
が
為
に
）

２
０
１
９
年
9
月
1
日

「
凡
て
の
こ
と
主
を
悦
ば
せ
ん
が
為
に
、
そ
の
御
意
に
従
ひ
て
歩
み
、
凡
て
の
善
き
業
に
よ

り
て
実
を
結
び
、
い
よ
い
よ
神
を
知
り
」（
コ
ロ
サ
イ
書
１
章
10
節
）

「
イ
エ
ス
は
わ
が
い
の
ち　
ま
た
喜
び	

す
べ
て
の
す
べ
て
ぞ　
わ
れ
に
と
り
て

悲
し
め
る
と
き
は　
慰
め
励
ま
す	

世
に
た
だ
ひ
と
り
の
友
ぞ
。

イ
エ
ス
は
火
の
如
き　
試
み
に
も	
勝
た
せ
て
恵
み
を　
さ
ら
に
賜
う

日
々
な
す
業
を
ば　
祝
し
て
実
り
を	
豊
か
に
な
し
給
う
友
ぞ
。」（
聖
歌
608
番
）

主
キ
リ
ス
ト
様
は
目
に
見
え
な
い
父
な
る
神
様
に
生
き
写
し
の
方
で
あ
り
、
事
実
、
キ
リ
ス
ト
様
は
、

す
べ
て
の
も
の
の
創
造
者
で
あ
ら
れ
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
様
は
、
他
の
す
べ
て
の
も
の
に
先
立
っ
て
存
在
し
、

す
べ
て
の
も
の
は
、キ
リ
ス
ト
様（
霊
界
の
太
陽
）
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
様
の
内
に
は
、

素
晴
ら
し
い
知
恵
と
知
識
の
宝
が
、そ
っ
く
り
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、キ
リ
ス
ト
様
の
内
に
こ
そ
、

父
な
る
神
様
の
御
性
質
の
す
べ
て
が
、
肉
体
を
と
っ
て
宿
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
キ
リ
ス
ト

様
と
一
如
に
成
っ
て
い
る
な
ら
、
す
べ
て
を
手
に
入
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
様
と

結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
御
霊
に
満
た
さ
れ
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
様
は
、
す
べ
て
の
力
を
従
え
た
、
権
威

あ
る
根
源
的
存
在
者
で
あ
ら
れ
ま
す
。

奥
田
先
生
の
コ
ロ
サ
イ
書
講
筵
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
す
べ
て
な
る
主
キ
リ
ス
ト
様
を
ま
す
ま
す
深
く

知
る
に
至
り
ま
し
た
。

本
日
の
集
会
は
、
皆
が
喜
び
と
感
謝
の
証
を
持
ち
寄
っ
て
の
集
い
と
な
り
ま
し
た
。　
感
謝
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２
０
１
９
年
京
都
夏
季
福
音
特
別
集
会　
資
料

―
―
―
「
祈
り
」
の
視
点
か
ら
の
「
み
言
葉
集
」
―
―
―

奥
田 

昌
道

マ
タ
イ
伝
よ
り

4
・
1
～
4　
「
人
の
生
く
る
は
、
神
の
口
よ
り
出
づ
る
凡
て
の
言こ
と
ばに
由
る
」（
ル
カ
4
・

1
～
4
）

4
・
7　
「
主
な
る
汝
の
神
を
試
む
べ
か
ら
ず
」（
ル
カ
4
・
12
）

4
・
10　
「
主
な
る
汝
の
神
を
拝
し
、
た
だ
之
に
の
み
事つ
か

へ
ま
つ
る
べ
し
」（
ル
カ
4
・
12
）

4
・
17　
「
汝
ら
悔
い
改
め
よ
、
天
国
は
近
づ
き
た
り
」（
マ
ル
コ
1
・
14
～
15
）

4
・
19　
「
我
に
従
ひ
来き
た

れ
、
さ
ら
ば
汝
ら
を
人
を
漁す
な
どる

者
と
な
さ
ん
」（
マ
ル
コ
1
・
16
～

20
、
5
・
1
～
11
）

5・3
～
5・12　
「
恵さ
い
わ
い福

な
る
か
な
、
霊
の
貧
し
き
者
、
天
国
は
そ
の
人
の
も
の
な
り
」（
ル

カ
6
・
20
～
26
）

5
・
43
～
48　
「
天
の
父
の
全ま
っ
たき

が
如
く
、
汝
ら
も
全
か
れ
」（
ル
カ
6
・
27
～
36
）

6
・
5
～
8　
「
祈
る
時
、
戸
を
閉
じ
て
汝
の
父
に
祈
れ
」

6
・
9
～
15　
「
主
の
祈
り
」（
ル
カ
11
・
1
～
13
）

6
・
19
～
24　
「
己
が
た
め
に
財た
か
ら宝
を
天
に
積
め
（
ル
カ
12
・
33
～
34
）

　
　
　
　
　
　

 「
汝
ら
、
神
と
冨
と
に
兼
ね
仕
ふ
る
こ
と
能
は
ず
（
ル
カ
16
・
13
）

6
・
25
～
34　
「
何
事
を
も
思
ひ
煩
ふ
な
、
汝
ら
の
天
の
父
は
汝
ら
に
必
要
な
る
物
を
知

り
給
ふ
。
ま
ず
、
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
、
必
要
な
る
物
は
す
べ
て
添
え
て
与
へ

ら
れ
ん
。
こ
の
故
に
明
日
の
こ
と
を
思
ひ
煩
ふ
な
、一
日
の
苦
労
は
一
日
に
て
足
れ
り
」（
ル

カ
12
・
22
～
34
）

7
・
7
～
12　
「
求
め
よ
、
さ
ら
ば
与
え
ら
れ
ん
…
…
（
ル
カ
11
・
9
～
13
）

7
・
13
～
14　
「
狭
き
門
よ
り
入
れ
、
生い
の
ち
命
に
至
る
門
は
狭
く
、
そ
の
路
は
細
く
、
之
を

見
い
出
す
者
少
な
し
」（
ル
カ
13
・
23
～
24
）

7
・
21
～
23　
「
我
に
向
い
て
主
よ
主
よ
と
云
う
者
、
悉
こ
と
ご
とく
は
天
国
に
入
ら
ず
、
た
だ
天

に
居
ま
す
我
が
父
の
御も
こ
こ
ろ意

を
行
う
者
の
み
之
に
入
る
べ
し
」（
ル
カ
6
・
46
～
49
）

8
・
5
～
13　
「
主
よ
、
わ
が
僕
、
中
風
を
病
み
、
家
に
臥ふ

し
い
て
甚い
た

く
苦
し
め
り
、
た
だ

御み
こ
と
ば言の

み
を
賜
へ
、さ
ら
ば
我
が
僕
は
癒
え
ん
。
行
け
、汝
の
信
ず
る
ご
と
く
汝
に
成
れ
！

　
此
の
時
、
僕
、
癒
え
た
り
」（
ル
カ
7
・
2
～
10
）

8
・
23
～
27　
「
イ
エ
ス
、
眠
り
居
給
ふ
」（
8
・
24
）、（
マ
ル
コ
4
・
35
～
41
、
ル
カ
8
・
22

～
25
）
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9
・
1
～
8　
「
子
よ
、
心
安
か
れ
、
汝
の
罪
ゆ
る
さ
れ
た
り
」（
9
・
2
）、（
マ
ル
コ
2
・

1
～
12
、
ル
カ
5
・
17
～
26
）

9
・
9
～
13　
「
健
や
か
な
る
者
は
医
者
を
要
せ
ず
、
た
だ
病
め
る
者
こ
れ
を
要
す
、
我
は

正
し
き
者
を
招
か
ん
と
に
非あ
ら

で
、
罪つ
み
び
と人

を
招
か
ん
と
て
来
れ
り
」（
マ
ル
コ
2
・
13
～
17
、
ル

カ
5
・
27
～
32
）

9
・
19
～
22　
「
御
衣
の
総ふ
さ

に
だ
に
触
ら
ば
救
は
れ
ん
と
心
の
う
ち
に
言
へ
る
な
り
」（
マ

ル
コ
5
・
25
～
34
、
ル
カ
8
・
43
～
48
）

9
・
23
～
26　
会
堂
司つ
か
さの
娘
の
癒
し
：

　
「
わ
が
娘
、
今
、
死
に
た
り
、
さ
れ
ど
来
り
て
御
手
を
之
に
置
き
た
ま
は
ば
活
き
ん
」「
タ

リ
タ
、
ク
ミ
！
」（
マ
ル
コ
5
・
21
～
43
）

　
「
恐
る
な
、
た
だ
信
ぜ
よ
！
」（
ル
カ
8
・
41
～
56
）

10
・
1
～
42　
「
十
二
使
徒
を
選
び
、
伝
道
の
心
構
え
を
語
り
給
う
」（
マ
ル
コ
6
・
7
～

13
、
ル
カ
9
・
1
～
6
）

11
・
25
～
30　
イ
エ
ス
の
祈
り
と
天
よ
り
の
応
答
（
ル
カ
10
・
21
～
24
）

　
イ
エ
ス
の
呼
び
か
け
、「
凡
て
労
す
る
者
、
重
荷
を
負
う
者
、
我
に
来
れ
…
…
」

14
・
22
～
24　
パ
ン
の
奇
跡
の
後
、「
山
に
登
り
、
祈
り
居
給
う
」

14
・
25
～
33　
湖
上
を
歩
み
給
う
イ
エ
ス
と
ペ
テ
ロ
の
叫
び
、
イ
エ
ス
の
応
答

　
「
心
安
か
れ
、
我
な
り
、
恐
る
な
！
」（
マ
ル
コ
6
・
45
～
52
、
ヨ
ハ
ネ
6
・
16
～
21
）

16
・
13
～
20　
「
汝
ら
は
我
を
誰
と
云
う
か
？
」

　
　
　
　
　
　
「
汝
は
キ
リ
ス
ト
、
活
け
る
神
の
子
な
り
」（
マ
ル
コ
8
・
27
～
30
、
ル
カ
9
・

18
～
20
）

16
・
21
～
28　
受
難
の
告
知
と
弟
子
た
る
者
の
心
構
え
、

　
「
己
を
棄
て
、
己
が
十
字
架
を
負
い
て
、
我
に
従
え
！
」（
マ
ル
コ
8
・
31
～
32
、
ル
カ
9
・

22
～
27
）

17
・
1
～
8　
山
上
の
変
貌
。

　
「
こ
れ
は
我
が
愛い
つ
くし
む
子
、
わ
が
悦よ
ろ
こぶ
者
な
り
、
汝
ら
之
に
聴
け
」（
マ
ル
コ
9
・
2
～

8
、
ル
カ
9
・
28
～
36
）

17
・
14
～
21　
「
芥
か
ら
し
だ
ね種

一
粒
ほ
ど
の
信
仰
あ
ら
ば
、
…
…
」（
マ
ル
コ
9
・
14
～
29
、
ル
カ

9
・
37
～
43
、
ル
カ
17
・
5
～
6
）

18
・
1
～
14　
い
と
小
さ
き
者
へ
の
顧
み
。

　
「
幼お
さ
な
ご児

の
如
く
な
ら
ず
ば
」（
マ
ル
コ
9
・
36
～
37
、
ル
カ
9
・
46
～
48
、
ル
カ
17
・
1
～
2
）

18
・
19
～
20　
「
二
人
、
何
に
て
も
求
む
る
事
に
つ
き
地
に
て
心
を
一
つ
に
せ
ば
、
天
の

父
は
之
を
成
し
給
う
べ
し
。
二
、三
人
わ
が
名
に
由
り
て
集
る
所
に
は
、
我
も
そ
の
中
に
在

る
な
り
。」
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18・21
～
35　
「
幾い
く
た
び度

赦ゆ
る

す
べ
き
か
、
七な
な
た
び度

ま
で
か
？
」「
否
、
七
度
の
七
十
倍
ま
で
！
」（
ル

カ
17
・
4
）

19
・
13
～
15　
「
幼
児
ら
の
我
に
来
る
を
止と
ど

む
な
、
天
国
は
か
く
の
如
き
者
の
國
な
り
」（
マ

ル
コ
10
・
13
～
16
、
ル
カ
18
・
15
～
17
）

19
・
16
～
30　
「
永
遠
の
命
を
得
る
た
め
に
は
、
何
を
為な

す
べ
き
か
？
」

　
「
富
め
る
者
の
天
国
に
入
る
は
難か
た

し
」（
マ
ル
コ
10
・
17
～
31
、
ル
カ
18
・
18
～
30
）

20
・
17
～
28　
受
難
の
告
知
と
弟
子
た
る
者
の
心
得
（
マ
ル
コ
10
・
32
～
45
、
ル
カ
18
・
31

～
34
）

21
・
12
～
17　
「
わ
が
家
は
祈
り
の
家
と
称と
な

え
ら
る
べ
し
」（
マ
ル
コ
11
・
15
～
18
、
ル
カ

19
・
45
～
46
）

21
・
18
～
22　
「
祈
り
の
と
き
、
何
に
て
も
信
じ
て
求
め
ば
、
こ
と
ご
と
く
得
べ
し
」（
マ

ル
コ
11
・
12
～
14
、
11
・
20
～
26
、
ル
カ
17
・
5
～
6
、
ヨ
ハ
ネ
第
一
書
5
・
14
～
15
）

22
・
34
～
40　
最
大
の
戒
律
：

　
神
へ
の
愛
、
人
へ
の
愛
（
マ
ル
コ
12
・
28
～
34
、
ル
カ
10
・
25
～
37
）

24
・
1
～
51　
エ
ル
サ
レ
ム
の
滅
亡
と
世
の
終
り
に
関
す
る
預
言
。

　
「
天
地
は
過
ぎ
行
か
ん
、
さ
れ
ど
我
が
言
葉
は
過
ぎ
ゆ
く
こ
と
な
し
。
終
り
ま
で
耐
え
忍

ぶ
者
は
救
わ
る
べ
し
。
目
を
覚
ま
し
お
れ
」（
マ
ル
コ
13
・
1
～
37
、
ル
カ
19
・
41
～
44
、
ル

カ
21
・
5
～
36
）

26
・
30
～
44　
オ
リ
ブ
山
、
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
祈
り
（
マ
ル
コ
14
・
26
～
42
、
ル
カ
22
・
39
～

46
）
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（
最
も
尊
敬
す
る
人
物
の
一
人
）

２
０
１
９
年
9
月
8
日

石
田
衡
平
君
が
こ
の
世
で
の
役
割
を
全
う
し
て
天
に
迎
え
ら
れ
た
。
不
自
由
な
肉
体
に
生
ま
れ
た
こ
と

に
何
の
不
平
を
言
う
こ
と
も
な
く
、
あ
る
が
ま
ま
を
受
け
入
れ
、
沢
山
の
人
に
愛
さ
れ
、
沢
山
の
人
に
キ

リ
ス
ト
の
愛
の
偉
大
さ
を
伝
え
る
事
を
歓
び
を
も
っ
て
実
践
し
た
生
涯
で
あ
っ
た
。
石
田
Ｈ
姉
は
、

「
衡
平
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
支
え
ら
れ
て
い
た
の
は
自
分
の
方
だ
っ
た
」

と
話
さ
れ
た
。
奥
田
先
生
は
、
衡
平
君
を
「
最
も
尊
敬
す
る
人
物
の
一
人
」
と
評
さ
れ
た
。
彼
や
翔
君
達

の
お
蔭
で
、
奥
田
先
生
の
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
の
質
が
深
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

「
主
に
あ
る
者
に
は
、
全
て
の
事
が
相
働
い
て
、
益
と
な
る
こ
と
を
我
ら
は
知
る
」

こ
と
を
思
う
。
主
に
あ
る
者
に
は
、
全
て
が
良
い
こ
と
の
為
に
あ
り
、
衡
平
君
は
、
主
に
あ
っ
て
立
派
に

役
割
を
果
た
し
た
の
だ
。

石
田
Ｈ
姉
が
今
回
か
ら
集
会
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
Ｈ
姉
の
キ
リ
ス
ト
へ
の
霊
的
な
信
仰
の
深
さ

は
、
奥
田
先
生
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
変
強
力
な
味
方
が
加
わ
っ
た
。
京
都
召
団
は
、
や
は
り
キ

リ
ス
ト
が
立
て
ら
れ
た
、
主
の
偉
大
な
御
計
画
の
中
に
あ
る
群
れ
だ
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

講
筵
に
お
い
て
、
奥
田
先
生
は
、
こ
の
世
は
「
双
務
有
償
（
等
価
値
交
換
）」
の
世
界
だ
が
、
神
・
キ
リ
ス

ト
の
愛
は
「
片
務
無
償
（
与
え
る
ば
か
り
の
愛
）」
の
世
界
で
あ
る
、
と
話
さ
れ
た
。

「
す
べ
て
の
も
の
を　
あ
た
え
し
す
え
、
死
の
ほ
か
な
に
も　
む
く
い
ら
れ
で
、

十
字
架
の
上
に　
あ
げ
ら
れ
つ
つ
、
敵
を
ゆ
る
し
し　
こ
の
人
を
見
よ
。」（
讃
美
歌
121
番
3
節
）

キ
リ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
な
方
で
あ
っ
た
か
は
、
議
論
し
て
頭
で
分
か
る
も
の
で
は
な
い
。
実
際
に
キ
リ

ス
ト
に
倣
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
生
き
よ
う
と
す
る
者
だ
け
が
、
聖
霊
の
導
き
の
下
、

「
神
は
愛
で
あ
り
、
そ
の
愛
は
、
御
子
キ
リ
ス
ト
を
我
々
の
不
義
を
除
く
為
に
十
字
架
に
渡
さ
れ

る
ほ
ど
、
底
抜
け
の
も
の
で
あ
っ
た
」

こ
と
が
体
で
分
か
る
。
こ
の
世
は
、
肉
（
自
己
中
心
）
と
霊
（
神
中
心
）
の
戦
い
が
常
に
あ
り
、
肉
に
負
け

る
こ
と
な
く
、
神
の
御
心
を
求
め
、
キ
リ
ス
ト
と
一
つ
と
な
っ
て
、
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
我
々
は
霊
的
に
成
長
し
て
行
く
。
霊
的
成
長
の
度
合
い
に
応
じ
て
、
聖
書
や
福
音
に
対
す
る

疑
い
の
余
地
は
無
く
な
っ
て
い
く
。

奥
田
先
生
は
、

「
聖
書
は
、
神
の
根
源
語
で
あ
り
、
聴
く
も
の
で
あ
る
」

と
し
て
、
聖
霊
の
導
き
の
下
で
受
け
取
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
受
け
取
っ
て
行
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
話
さ
れ
た
。

我
々
は
、
互
い
に
助
け
合
い
、
祈
り
合
う
中
で
、
福
音
の
世
界
を
こ
の
世
で
実
現
し
て
い
き
た
い
。
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（
衡
平
君
の
昇
天
を
通
し
て
）

２
０
１
９
年
9
月
15
日

奥
田
先
生
は
、最
初
に
、衡
平
君
の
昇
天
を
通
し
て
集
会
が
新
し
い
段
階
に
至
っ
た
と
証
言
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ザ
ヤ
書
57
章
15
節
に
、

「
至い
と

高た
か

く
至い
と
う
え上

な
る
永と
こ
し
え遠

に
住
め
る
者
、
聖
者
と
な
づ
く
る
者
か
く
言
い
た
も
う
。
我
は
た

か
き
所
、
き
よ
き
所
に
住
み
、
ま
た
心
砕
け
て
へ
り
く
だ
る
者
と
と
も
に
住
み
、
へ
り
く

だ
る
者
の
霊
を
生
か
し
、
砕
け
た
る
者
の
心
を
生
か
す
。」

と
あ
る
現
実
が
、
こ
の
集
会
に
も
臨
ん
で
い
る
の
で
す
。

生
ま
れ
な
が
ら
の
私
た
ち
は
、
天
の
高
い
次
元
と
は
交
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
キ
リ
ス

ト
が
十
字
架
に
か
か
ら
れ
、
復
活
さ
れ
、
神
様
の
霊
が
私
た
ち
に
降
り
注
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
姿
で
あ
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
の
方
か
ら
迫
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で

あ
る
か
ら
、

「
私
は
ま
だ
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」

と
拒
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
神
様
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
反
抗
し
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
既
に

十
字
架
で
片
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
て
は
恵
み
で
あ
り
、全
て
は
キ
リ
ス
ト
が
用
意
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、

私
た
ち
は
、
素
直
に

「
は
い
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
ひ
れ
伏
し
、

「
我
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
、
キ
リ
ス
ト
我
が
う
ち
に
」

の
現
実
を
受
け
入
れ
れ
ば
良
い
の
で
す
。

キ
リ
ス
ト
を
受
け
入
れ
て
も
、
こ
の
世
の
現
実
は
、
試
練
の
連
続
で
す
。
し
か
し
、
試
練
は
、
ヤ
コ
ブ

書
1
章
1
節
か
ら
７
節
、
12
節
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
私
た
ち
を
完
璧
な
人
に
さ
せ
る
た
め
に
与
え
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。
た
と
え
試
練
や
艱
難
に
出
会
っ
て
も
、
そ
れ
に
執
着
す
る
こ
と
な
く
、

「
主
様
。
あ
な
た
は
全
て
を
ご
存
知
で
す
。
全
て
は
恵
み
で
す
。
全
て
は
感
謝
で
す
。
ど
う
か
こ

の
試
練
を
乗
り
越
え
る
力
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。あ
な
た
の
御
旨
の
ま
ま
に
導
い
て
く
だ
さ
い
。」

と
全
托
し
て
ゆ
く
と
、
こ
の
世
の
煩
い
も
、
い
つ
し
か
天
の
高
い
次
元
の
中
に
解
消
さ
れ
て
、
天
来
の
平

安
と
慰
め
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
世
の
全
て
の
こ
と
が
相
対
化
さ
れ
て
「
天
地
一
如
」
の

事
態
に
な
る
の
で
す
。

引
用
聖
書
（
ヨ
ハ
ネ
伝
６
章
、
14
章
、
イ
ザ
ヤ
書
61
章
、
62
章
、
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
７
章
９
節
か
ら
17
節
）
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（
内
な
る
人
は
日
々
に
新あ

ら
た

）

２
０
１
９
年
9
月
22
日

９
月
の
下
旬
を
迎
え
て
や
っ
と
朝
晩
が
涼
し
く
な
っ
た
。
夜
は
虫
の
音
が
心
地
良
く
、
季
節
は
秋
に
向

か
っ
て
い
る
。

今
日
の
聖
書
講
筵
で
先
生
は
、
私
た
ち
、
主
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
を
顕
す
者
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た

め
に
自
分
の
能ち
か
ら力
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
に
凡
て
お
預
け
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
を
パ
ウ
ロ
が
コ
リ
ン
ト
後
書
で
書
い
て
く
れ
て
い
る
と
話
さ
れ
た
。
以
下
、
今
日
の
講
筵
タ
イ
ト
ル
に

従
い
、
注
目
し
た
御
言
葉
を
追
っ
て
み
た
い
。

「
神
は
何い
つ時

に
て
も
キ
リ
ス
ト
に
よ
り
、
我
ら
を
執と
ら

え
て
凱
旋
し
、
何い
ず
こ処

に
て
も
我
等
に
よ

り
て
キ
リ
ス
ト
を
知
る
知
識
の
香
を
あ
ら
わ
し
給
う
。」（
コ
リ
ン
ト
後
書
2
・
14
）

先
ず
神
、
キ
リ
ス
ト
の
側
が
私
た
ち
を
導
い
て
勝
利
さ
せ
て
く
だ
さ
る
。
か
く
し
て
私
た
ち
は
、
キ
リ

ス
ト
の
か
ぐ
わ
し
い
香
り
を
放
つ
者
と
さ
れ
、
人
を
生い
の
ち命

へ
と
導
く
存
在
と
し
て
頂
け
る
。

「
我
等
こ
の
宝
を
土
の
器
に
有も

て
り
、
こ
れ
優
れ
て
大
い
な
る
能ち
か
ら力

の
我
等
よ
り
出
で
ず
し

て
、
神
よ
り
出
づ
る
こ
と
の
顕
れ
ん
た
め
な
り
。」（
同
書
4
・
7
）

こ
の
宝
つ
ま
り
「
聖
霊
」
が
私
た
ち
を
輝
か
せ
、
人
の
思
い
を
超
え
た
能
力
を
発
揮
さ
せ
て
く
だ
さ
る
。

ひ
れ
伏
し
て
こ
の
身
を
差
し
出
す
以
外
に
無
い
。

「
我
ら
が
外
な
る
人
は
壊や
ぶ
る
れ
ど
も
、
内
な
る
人
は
日
々
に
新あ
ら
たな
り
。
…
…
我
ら
の
顧
み

る
所
は
見
ゆ
る
も
の
に
あ
ら
で
見
え
ぬ
も
の
な
れ
ば
な
り
。」（
同
4
・
16
～
18
）

見
え
る
処
や
現
象
面
に
囚
わ
れ
、
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
無
く
、
コ
リ
ン
ト
前
書
10
章
13
節
の
神
の
真
実

を
然
り
と
し
、
遁
れ
の
道
を
備
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
信
受
す
る
こ
と
。

「
人
も
し
キ
リ
ス
ト
に
在
ら
ば
新
た
に
造
ら
れ
た
る
者
な
り
、
古
き
は
既
に
過
ぎ
去
り
、
視

よ
、
新
し
く
な
り
た
り
。」（
コ
リ
ン
ト
後
書
5
・
17
）

先
生
は
、こ
の
御
言
葉
が
ロ
マ
書
8
章
1
、2
節
の
御
言
葉
と
響
き
合
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
た
。キ
リ
ス
ト・

イ
エ
ス
に
在
る
「
生
命
の
御
霊
の
法
」
は
、
私
た
ち
を
新
し
く
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。

結
語
：
こ
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
を
顕
す
者
と
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
コ
リ
ン
ト
後
書
6
章
に
あ
る

と
お
り
、
見
え
る
所
を
突
破
し
、
生
け
る
者
、
常
に
喜
ぶ
者
、
多
く
の
人
を
富
ま
せ
、
凡
て
の
物
を
持
つ

者
と
し
て
頂
い
た
。
日
々
、
感
謝
、
讃
美
を
も
っ
て
主
の
事わ
ざ

に
つ
と
め
た
い
。
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（
聖
霊
の
感
動
）

２
０
１
９
年
9
月
29
日

「
肉
に
よ
り
て
生
る
る
者
は
肉
な
り
、
霊
に
よ
り
て
生
る
る
者
は
霊
な
り
」（
ヨ
ハ
ネ
傳
福
音

書
３
章
１
か
ら
15
節
）

人
間
が
ど
の
く
ら
い
主
様
を
制
限
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
を
基
準
に
制
限
す
る
。
自
分
が
で
き

な
け
れ
ば
主
様
も
で
き
な
い
と
思
う
。
こ
れ
が
、
人
間
が
持
っ
て
い
る
弱
点
で
す
。
そ
の
人
に
、
み
こ
と

ば
を
や
み
く
も
に
伝
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
伝
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。

聖
書
は
聖
霊
の
感
動
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
書
な
の
で
、
先
生
の
朗
読
の
よ
う
に
聖
霊
の
感
動
に
よ
っ

て
読
ん
で
こ
そ
、
主
様
の
み
こ
と
ば
を
感
じ
、
そ
の
御
力
を
経
験
で
き
る
。

奥
田
先
生
の
講
筵
は
集
会
の
心
臓
で
す
。
礼
拝
が
さ
さ
げ
ら
れ
る
時
、
召
団
な
る
キ
リ
ス
ト
の
体
で
心

臓
が
し
っ
か
り
と
動
く
。
心
臓
が
し
っ
か
り
と
動
け
ば
毛
細
血
管
ま
で
血
が
行
き
渡
り
、
病
に
か
か
っ
て

も
大
丈
夫
で
す
。
血
液
循
環
が
よ
け
れ
ば
治
る
。
病
と
い
う
の
は
、
血
液
循
環
が
隅
々
ま
で
行
き
渡
ら
ず
、

特
定
部
分
が
死
ぬ
こ
と
で
す
。
礼
拝
が
し
っ
か
り
と
さ
さ
げ
ら
れ
れ
ば
、
召
団
の
隅
々
ま
で
生
き
返
る
。

こ
の
よ
う
に
、
主
様
の
み
こ
と
ば
そ
の
も
の
が
、
聖
霊
の
感
動
に
よ
っ
て
朗
読
さ
れ
れ
ば
、
礼
拝
が
生

き
返
る
。
も
ち
ろ
ん
、
讃
美
も
重
要
だ
し
祈
り
も
重
要
だ
が
、
礼
拝
の
鍵
は
主
様
の
み
こ
と
ば
で
す
。
主

様
の
み
こ
と
ば
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
主
様
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
主
様
は

目
に
見
え
な
い
。
主
様
の
体
は
肉
で
は
な
く
霊
だ
か
ら
で
す
。
時
間
と
空
間
に
制
限
さ
れ
な
い
。
で
は
、

私
た
ち
は
主
様
の
臨
在
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
キ
リ
ス
ト
様
御
自
身
で
あ

る
御
言
葉
を
通
し
て
主
様
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
私
た
ち
は
聖
書
を
読
み
、
聞
き
、
暗
唱
し
、

黙
想
し
、
そ
れ
を
実
生
活
に
適
用
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
と
き
主
様
を
経
験
し
、
臨
在
意
識
が
宿
ら

れ
ま
す
。
ア
ー
メ
ン
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（
十
字
架
、
聖
霊
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
）

２
０
１
９
年
10
月
6
日

奥
田
先
生
は
、
こ
の
９
月
に
お
元
気
で
87
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
。
先
週
の
食
事
会
の
場
で
、
兄

弟
姉
妹
か
ら
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
贈
呈
が
あ
っ
た
由
。
健
康
を
守
ら
れ
、
い
つ
ま
で
も
福
音
の
良

き
語
り
部
と
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
が
祈
っ
て
い
る
。

そ
の
先
生
が
、
今
日
の
講
筵
の
初
め
に
、「
奥
田
の
事
は
ど
う
だ
っ
て
い
い
の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
が
皆
さ

ん
に
何
を
願
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、そ
の
事
を
第
一
に
し
て
く
だ
さ
い
」と
言
わ
れ
た
。
更
に
先
生
は
、「
私

の
奥
（
背
後
）
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
に
目
を
注
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。

講
筵
で
は
、
先
ず
「
主
の
祈
り
」
に
つ
い
て
注
目
し
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、
父
な
る
神
様
の
事
を
第
一
に

祈
る
よ
う
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
先
生
は
講
筵
で
以
下
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。

「
主
の
祈
り
は
十
字
架
、
聖
霊
の
土
台
に
立
っ
て
初
め
て
祈
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
ガ
ラ
テ

ヤ
書
２
章
20
節
を
全
身
で
受
け
取
り
、
十
字
架
で
自
分
が
本
当
に
ゼ
ロ
（
無
）
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
信
受
す
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
由
っ
て
清
め
ら
れ
た
所
に
こ
そ
、
間
髪

を
い
れ
ず
主
の
聖
霊
が
臨
む
。
し
た
が
っ
て
、「
十
字
架
、
聖
霊
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
」
で
あ
り
、「
十

字
架
、
十
字
架
」
と
だ
け
言
っ
て
い
る
の
は
不
十
分
、「
霊
」
の
こ
と
「
霊
力
」
の
こ
と
ば
か
り

で
は
危
険
だ
」

と
。
続
い
て
先
生
は
、
パ
ウ
ロ
が
エ
ペ
ソ
の
教
会
の
長
老
た
ち
に
語
っ
た
別
れ
の
場
面
を
引
か
れ
た
（
使
徒

行
伝
20
章
17
節
以
下
）。
今
、
京
都
の
集
会
の
一
人
一
人
に
あ
て
ら
れ
た
御
言
と
し
て
、
こ
の
箇
所
を
深
く
話

さ
れ
た
。
長
い
箇
所
な
の
で
聖
句
の
十
分
な
引
用
は
出
来
な
い
が
、
パ
ウ
ロ
は
、

「
謙
遜
の
限
り
を
つ
く
し
、
…
…
主
イ
エ
ス
に
対
し
て
信
仰
す
べ
き
こ
と
を
證
し
、
…
…
３

年
の
間
わ
が
夜
も
昼
も
休
ま
ず
、
涙
を
も
て
汝
ら
お
の
お
の
を
訓
戒
せ
し
こ
と
を
憶
え
よ
」

と
述
べ
た
。
更
に

「
わ
れ
今
な
ん
じ
ら
を
、
主
お
よ
び
其
の
恵
の
御
言
に
委
ぬ
。
御
言
は
汝
ら
の
徳
を
建
て
、

す
べ
て
の
潔
め
ら
れ
た
る
者
と
と
も
に
嗣し
ぎ
ょ
う業

を
受
け
し
め
得
る
な
り
」

と
告
げ
た
。
涙
な
く
し
て
読
め
な
い
場
面
で
あ
る
。
先
生
は
、
そ
の
他
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
か
ら
17
章
、
ロ
マ

書
３
章
21
か
ら
31
節
及
び
同
８
章
を
深
く
読
む
よ
う
話
さ
れ
た
。

聖
日
集
会
は
、
讃
美
歌
の
斉
唱
か
ら
兄
姉
の
証
言
、
先
生
の
講
筵
、
終
わ
り
の
祈
り
ま
で
、
主
の
導
き

に
委
ね
、
一
回
限
り
の
も
の
で
再
現
は
出
来
な
い
。
聖
霊
の
働
き
、
語
り
手
の
表
情
、
力
の
入
れ
具
合
な
ど
、

そ
の
様
子
を
体
で
受
け
取
る
に
は
そ
の
場
に
い
る
こ
と
が
大
事
で
、
録
音
等
で
は
十
分
で
な
い
。
遠
方
の

方
は
制
約
が
あ
り
参
加
が
難
し
い
が
、
出
来
る
限
り
機
会
を
作
っ
て
生
の
聖
日
集
会
の
講
筵
を
聴
き
、
祈

り
を
共
に
す
る
場
を
心
掛
け
て
欲
し
い
。
キ
リ
ス
ト
が
、
先
生
を
介
し
て
、
こ
れ
だ
け
は
ど
う
し
て
も
伝

え
た
い
し
語
っ
て
お
き
た
い
講
筵
の
シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
っ
て
い
る
か
ら
。
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（
第
二
の
創
造
）

２
０
１
９
年
10
月
20
日

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
代
表
の
挑
戦
が
、
終
わ
っ
た
。
史
上
初
の
ベ
ス
ト
８
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
た
。
彼
ら
の
ひ
た
む
き
に
戦
う
姿
に
感
動
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ラ
グ
ビ
ー

は
、
対
戦
相
手
を
単
に
敵
と
見
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に
高
め
合
う
存
在
と
し
て
尊
重
し
合
う
と
い
う
文

化
が
あ
る
、
非
常
に
精
神
性
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
。
台
風
19
号
の
被
災
者
に
元
気
と
勇
気
を
届
け
た
い
と

い
う
、
彼
ら
の
偽
り
の
な
い
崇
高
な
気
持
ち
も
彼
ら
の
活
躍
を
後
押
し
し
た
の
だ
ろ
う
。
血
の
滲
む
よ
う

な
訓
練
を
自
ら
望
み
自
ら
に
課
し
た
彼
ら
の
生
き
方
に
、
大
い
に
共
感
し
刺
激
を
受
け
た
。
我
々
に
は
主

が
お
ら
れ
る
。
主
と
一
つ
と
な
っ
て
力
を
頂
き
、
ど
ん
な
困
難
に
も
く
じ
け
ず
、
炉
で
精
錬
さ
れ
る
よ
う

に
自
ら
を
鍛
え
上
げ
た
い
。
主
よ
、
ど
う
か
我
々
一
人
一
人
を
そ
れ
ぞ
れ
ら
し
く
、
愛
と
思
い
や
り
に
溢

れ
た
主
の
勇
者
と
し
て
鍛
え
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

集
会
で
は
、
イ
ザ
ヤ
書
40
章
を
中
心
に
、
幾
つ
も
の
大
事
な
こ
と
や
勇
気
を
貰
え
る
御
言
葉
を
、
先
生

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
学
ん
だ
。

ヒ
ル
テ
ィ
ー
の
言
葉
：

「
自
ら
頂
い
た
も
の
を
、
一
旦
神
に
お
返
し
し
て
、
そ
こ
か
ら
再
び
頂
け
ば
祝
福
さ
れ
る
」

「
年
若
い
者
も
弱
り
、
か
つ
疲
れ
、
壮
年
の
者
も
疲
れ
は
て
て
倒
れ
る
。
し
か
し
主
を
待
ち

望
む
者
は
新
た
な
る
力
を
得
、
わ
し
の
よ
う
に
翼
を
は
っ
て
、
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

走
っ
て
も
疲
れ
る
こ
と
な
く
、
歩
い
て
も
弱
る
こ
と
は
な
い
。」（
イ
ザ
ヤ
40
・
30
～
）

「
恐
れ
る
な
、
わ
た
し
が
お
前
を
あ
が
な
っ
た
。
わ
た
し
が
お
前
の
名
を
呼
ん
だ
、
お
前
は

わ
た
し
の
も
の
だ
。
わ
た
し
は
彼
ら
を
わ
が
栄
光
の
た
め
に
創
造
し
、
こ
れ
を
造
り
、
こ

れ
を
仕
立
て
た
。
こ
の
民
は
、
わ
が
誉
れ
を
述
べ
さ
せ
る
た
め
に
、
わ
た
し
が
自
分
の
た

め
に
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。」（
イ
ザ
ヤ
43
・
1
、
7
、
21
）

主
が
先
に
我
々
に
手
を
つ
け
て
お
ら
れ
た
。主
の
御
業・選
び・救
い
な
ら
、神
の
御
計
画
の
完
成
ま
で
我
々

の
使
命
は
終
わ
ら
な
い
。
主
は
我
々
に
自
由
意
思
を
与
え
て
お
ら
れ
る
。
奴
隷
の
よ
う
に
強
制
さ
れ
て
で

は
な
く
、
我
々
の
自
ら
の
意
思
を
伴
っ
た
心
か
ら
の
神
へ
の
感
謝
・
讃
美
を
求
め
て
お
ら
れ
る
。

神
の
前
に
生
ま
れ
な
が
ら
の
姿
で
、
自
分
は
完
全
に
正
し
い
と
胸
を
張
っ
て
立
て
る
者
は
一
人
も
い
な

い
。
義
人
な
し
、
一
人
だ
に
な
し
。
し
か
し
、
お
前
の
ど
ん
な
マ
イ
ナ
ス
も
、
わ
た
し
（
キ
リ
ス
ト
）
が
十

字
架
で
お
前
の
代
わ
り
に
罰
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、
お
前
は
完
全
に
赦
さ
れ
た
。
こ
の
わ
た
し
の
愛
を
受
け

取
っ
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、根
源
的
な
推
進
力
を
与
え
た
い
。
そ
れ
が
、神・キ
リ
ス
ト
の
栄
光
と
な
る
。
我
々

は
、
神
・
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
の
体
現
者
と
し
て
、
第
二
の
創
造
を
頂
い
た
の
だ
。
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（
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
直
伝
）

２
０
１
９
年
10
月
27
日

「
兄
弟
よ
、
わ
れ
汝
ら
に
示
す
、
わ
が
傳
へ
た
る
福
音
は
、
人
に
由
れ
る
も
の
に
あ
ら
ず
。

我
は
人
よ
り
之
を
受
け
ず
、
ま
た
教
え
ら
れ
ず
、
唯
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
黙
示
に
由
れ

る
な
り
」（
ガ
ラ
テ
ヤ
人
へ
の
書　
第
一
章　
11
～
12
節
）

「
わ
が
福
音
」
は
、
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
？

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
直
伝
で
す
。
直
々
に
レ
イ
マ
（
か
た
ら
れ
て
い
る
言
葉
）
と
し
て
授
か
り
ま
し
た
。

先
達
預
言
者
た
ち
の
ロ
ゴ
ス
（
か
た
ら
れ
た
言
葉
）
か
ら
で
は
在
り
ま
せ
ん
。

主
様
は
、
私
た
ち
を
再
び
御
自
分
の
子
に
し
て
く
だ
さ
る
た
め
の
道
を
開
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

天
国
の
家
族
の
一
員
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
た
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
特
権
を
、
取
り
戻
す

た
め
の
道
が
開
か
れ
た
の
で
す
。

私
た
ち
を
死
の
呪
い
か
ら
救
い
出
す
た
め
に
、
主
様
か
ら
引
き
離
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
に
、
キ
リ

ス
ト
様
は
、
ご
自
分
の
命
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
罪
の
罰
を
身
代
わ
り
に
受
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
罪
意
識
、
罪
悪
感
、
恐
れ
、
劣
等
感
を
持
た
ず
に
再
び
立
つ
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
そ
れ
こ
そ
人
間
が
心
の
底
か
ら
切
望
し
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

け
れ
ど
も
、
も
し
私
た
ち
が
主
様
の
贖
い
の
御
計
画
を
聞
か
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
自
責
の
念
や
罪
意

識
は
、
依
然
と
し
て
私
た
ち
を
苦
し
め
続
け
る
の
で
す
。
こ
の
世
に
偶
然
に
生
ま
れ
て
背
負
わ
せ
ら
れ
た

運
命
・
さ
だ
め
・
環
境
・
因
縁
因
果
・
先
祖
（
ア
ダ
ム
）
か
ら
の
呪
い
・
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
ぬ
ぐ
い
去

れ
な
か
っ
た
罪
と
罪
意
識
に
よ
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
、
十
字
架
で
ぶ
っ
と
ば
さ
れ
無
に
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
間
髪
入
れ
ず
に
聖
霊
様
が
お
宿
り
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
が
答
な
の
で
す
。
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（
聖
書
は
主
と
出
会
う
書
）

２
０
１
９
年
11
月
３
日

秋
の
静
か
な
聖
日
に
、
少
人
数
な
が
ら
も
、
兄
弟
姉
妹
が
集
ま
り
、
主
様
に
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

先
生
は
、
イ
エ
ス
が
、

「
汝
ら
は
聖
書
に
永
遠
の
生
命
あ
り
と
思
ひ
て
之
を
査し
ら
ぶ
。
さ
れ
ど
、
こ
の
聖
書
は
、
我
に

つ
き
て
証あ
か
しす

る
も
の
な
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝
５
章
39
節
）

と
あ
る
箇
所
を
読
ま
れ
、
私
た
ち
に
対
し
、

「
新
約
聖
書
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
書
で
す
か
？
」

と
問
い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
答
え
は
、「
生
命
の
み
言
葉
」、「
霊
の
食
物
」、「
人
生
の
道
し
る
べ
」
な
ど
、

人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
根
底
に
あ
る
の
は
、

「
聖
書
は
、
主
と
出
会
う
書
、
主
の
御
心
、
御
愛
を
体
感
す
る
書
な
の
で
す
」

と
。
福
音
書
は
、
記
述
自
体
は
過
去
の
物
語
で
す
が
、
実
は
現
在
に
生
き
て
い
る
物
語
で
す
。
聖
書
は
、

聖
霊
の
働
き
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
な
の
で
、
そ
れ
を
読
む
時
に
も
、
聖
霊
の
働
き
に
よ
っ
て
主
キ
リ

ス
ト
と
出
会
っ
て
深
い
交
わ
り
を
持
ち
つ
つ
、
主
が
自
分
に
何
を
語
っ
て
お
ら
れ
る
か
を
考
え
な
が
ら
読

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
聖
書
は
、
遠
い
国
の
過
去
の
物
語
で
は
な
く
、
ど
の
箇
所
も
現
在

の
自
分
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
お
り
、

「
驚
嘆
驚
倒
し
て
読
む
べ
き
書
」（
小
池
辰
雄
先
生
の
言
葉
）

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
、
と
。

先
生
は
、
最
近
の
ご
講
筵
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
な
質
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
い
つ
も
、「
神
様
か
ら
何
か
を
し
て
い
た
だ
く
」
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
を
超
え
て
、

「
主
様
、
あ
な
た
は
私
に
対
し
て
何
を
望
ん
で
お
ら
れ
ま
す
か
。
ど
う
か
そ
の
道
を
示
し
て
く
だ

さ
い
。
自
分
の
願
望
で
は
な
く
、
主
様
の
御
心
を
我
が
心
と
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
主
様
の
御
心

が
人
々
に
流
れ
て
ゆ
く
よ
う
に
、
働
か
せ
く
だ
さ
い
。」

と
、絶
え
ず
主
キ
リ
ス
ト
に
視
点
を
お
い
て
、祈
り
な
が
ら
生
き
て
行
く
。「
皆
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？
」
と
。

私
た
ち
も
、
先
生
の
問
い
か
け
を
真
剣
に
受
け
と
め
て
、
現
実
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
現
実
の
奧
に
主
様

が
用
意
さ
れ
て
い
る
ご
計
画
と
ご
加
護
を
信
じ
て
、
勇
気
と
希
望
を
持
っ
て
歩
ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
論
（
エ
ペ
ソ
書
）
は
、
先
生
の
ご
都
合
で
次
回
に
な
り
ま
し
た
。
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（
御
霊
の
賜
う
一
致
）

２
０
１
９
年
11
月
10
日

木
の
葉
が
黄
色
、紅
色
に
染
ま
り
秋
本
番
を
迎
え
た
。
主
キ
リ
ス
ト
の
御み
こ
こ
ろ意

を
想
い
、恩め
ぐ
み恵

に
心
を
温
め
、

祈
り
を
深
め
る
に
は
良
い
季
節
で
あ
る
。

先
週
に
引
き
続
き
、
エ
ペ
ソ
書
を
学
ぶ
。
奥
田
先
生
は
、
は
じ
め
に
、
エ
ペ
ソ
書
の
幾
つ
か
の
特
色
を

次
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。
こ
の
書
は
、
神
様
が
天
地
創
造
の
前
か
ら
私
た
ち
の
救
い
を
御
計
画
く
だ
さ
り
、

将
来
、
そ
の
救
い
が
実
現
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
書
か
れ
て
い
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
書
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
エ
ペ
ソ
書
に
は
「
一
つ
」、「
一
つ
」
と
繰
り
返
し
出
て
い
る
が
、
二
つ
の
も
の
を
一
つ
に
し
、「
二
つ

の
も
の
」が
一
体
と
な
り
、一
致
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。そ
れ
は「
天
に
在
る
も
の
と
地
に
在
る
も
の
」、

「
ユ
ダ
ヤ
人
と
異
邦
人
（
私
た
ち
）」
を
一
つ
に
し
、
キ
リ
ス
ト
と
一
つ
思
い
に
な
る
こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
の

十
字
架
の
あ
が
な
い
が
根
底
に
あ
る
と
。

続
い
て
先
生
は
、
エ
ペ
ソ
書
の
中
身
に
入
ら
れ
、
以
下
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
２
章
４
節
～
10
節
ま
で
の
箇
所
。
キ
リ
ス
ト
は
、
御
自
分
の
「
義
」
を
私
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
に
値
し
な
い
私
た
ち
の
マ
イ
ナ
ス
を
全
部
吸
い
取
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
十
字
架
抜

き
で
神
様
の
前
に
立
っ
た
り
受
け
入
れ
て
貰
お
う
と
し
た
り
す
る
の
は
無
理
。
ま
ず
キ
リ
ス
ト
の
「
恩め
ぐ
み恵

」

が
先
行
し
て
い
る
と
。

次
に
２
章
15
節
以
下
で
、キ
リ
ス
ト
が
敵
意
な
る
隔
て
の
壁
を
取
り
壊
し
、「
一
つ
の
新
し
い
人
」
を
造
っ

た
と
あ
る
。
こ
の
箇
所
で
先
生
は
、
新
し
い
人
の
創
造
は
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
を
本
当
に
受
け
取
る
こ
と

に
よ
り
実
現
す
る
も
の
で
、
そ
の
よ
う
な
人
こ
そ
平
和
を
創
り
出
す
者
で
あ
る
と
（
詳
細
は
エ
ペ
ソ
書
4
章
、

な
お
コ
リ
ン
ト
後
書
5
章
17
節
も
参
照
）。
ま
た
、
３
章
14
節
以
下
の
パ
ウ
ロ
の
私
た
ち
に
対
す
る
祈
り
の
箇

所
で
は
、「

愛
に
根
ざ
し
、
愛
を
基
と
し
…
…
」

と
あ
る
が
、
パ
ウ
ロ
は
、
キ
リ
ス
ト
に
充
満
し
て
い
る
「
愛
」
が
私
た
ち
に
も
充
満
す
る
よ
う
に
と
祈
っ

て
い
る
。
そ
の
根
底
に
は
十
字
架
が
あ
り
、十
字
架
を
深
く
受
け
取
っ
た
処
に
「
愛
の
霊
（
聖
霊
）」
が
臨
む
。

ガ
ラ
テ
ヤ
書
２
章
20
節
以
下
を
深
く
受
け
取
る
こ
と
、
エ
ペ
ソ
書
４
章
４
節
以
下
の
「
御
霊
の
賜
う
一
致
」

の
た
め
に
、
私
た
ち
の
中
に
聖
霊
の
火
が
い
つ
も
燃
え
て
い
る
こ
と
、
そ
の
根
底
に
は
十
字
架
が
あ
り
、

十
字
架
と
聖
霊
は
一
体
で
あ
る
こ
と
を
熱
く
語
ら
れ
た
（
ル
カ
伝
12
章
49
節
参
照
）。

夫
と
妻
の
関
係
に
関
し
先
生
は
、
何
よ
り
も
キ
リ
ス
ト
の
導
き
、
支
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
聖
日
集

会
が
大
事
で
あ
り
共
に
キ
リ
ス
ト
の
前
で
祈
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い
人

に
、
家
庭
で
の
生
活
ぶ
り
を
示
す
こ
と
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
を
伝
え
る
こ
と
も
大
事
だ
と
。
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（
新
生
命
を
賜
わ
っ
た
者
）

２
０
１
９
年
11
月
17
日

「
又
わ
が
口
を
開
く
と
き
言
を
賜
は
り
、
憚は
ば
から

ず
し
て
福
音
の
奥
義
を
示
し
」（
エ
ペ
ソ
人
へ

の
書　
第
６
章
19
節
）

復
活
の
主
の
力
を
受
け
、「
十
字
架
の
あ
が
な
い
」
と
「
み
た
ま
に
よ
る
新
生
」
を
講
筵
な
さ
い
ま
し
た
。

十
字
架
の
贖
い
で
「
我
執
の
罪
と
死
」
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、「
霊
の
貧
し
い
す
が
た
」
と
さ
れ
た
者
（
ゼ

ロ
（
真
空
）
を
賜
わ
っ
た
者
）
は
、
主
キ
リ
ス
ト
の
御
復
活
に
与
っ
て
新
し
い
命
（
新
生
命
）
を
頂
く
と
と
も

に
、同
時
に
、復
活
の
キ
リ
ス
ト
の
生
命
の
満
ち
満
ち
た
聖
霊
が
内
住
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
う
し
て
「
新

生
命
を
賜
わ
っ
た
者
」
に
は
、
常
に
主
様
か
ら
の
御
護
り
と
御
導
き
が
伴
い
、
平
安
を
賜
わ
り
ま
す
。

み
た
ま
様
と
の
会
話
・
み
た
ま
様
の
内
住
が
あ
る
霊ひ
と止

は
、
躓
い
て
転
ん
で
も
常
に
復
活
し
前
進
で
き

ま
す
。　
感
謝
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（
聖
書
の
御
言
葉
に
熱
中
）

２
０
１
９
年
11
月
24
日

奥
田
先
生
は
、
集
会
の
冒
頭
、

「
聖
書
の
御
言
葉
に
熱
中
し
て
欲
し
い
。
切
れ
ば
、
血
（
キ
リ
ス
ト
）
が
飛
び
出
る
程
に
。
今
年

度
の
集
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
『
聖
書
を
生
き
る
。
キ
リ
ス
ト
を
生
き
る
』
為
に
は
、
根
底
に
主

の
十
字
架
が
な
け
れ
ば
砂
上
の
楼
閣
に
な
っ
て
し
ま
う
。
本
当
に
主
の
十
字
架
を
受
け
取
っ
て

い
ま
す
か
？
」

と
語
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
、

「
わ
た
し
に
つ
い
て
来
た
い
者
は
、
自
分
を
捨
て
、
日
々
、
自
分
の
十
字
架
を
背
負
っ
て
、

わ
た
し
に
従
い
な
さ
い
。」（
ル
カ
9
・
23
）

と
言
わ
れ
、
パ
ウ
ロ
は
、

「
わ
た
し
は
、
キ
リ
ス
ト
と
共
に
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
わ
た
し
は
、
も
は
や
生
き

て
い
な
い
。
キ
リ
ス
ト
が
わ
た
し
の
内
に
生
き
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
だ
。」（
ガ
ラ
テ
ヤ

2
・
19
～
20
）

と
告
白
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
の
厳
し
い
言
葉
に
、生
ま
れ
な
が
ら
の
人
間
的
な
思
い
で
従
お
う
と
し
て
も
、

自
ず
と
限
界
が
あ
る
。
何
故
な
ら
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
人
は
、
存
在
そ
の
も
の
が
神
の
御
心
に
従
う
事
が

出
来
な
い
（
神
の
御
心
の
前
に
己
を
立
て
て
し
ま
う
）
罪
な
る
存
在
だ
か
ら
。
神
の
御
心
に
従
え
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
霊
的
生
命
の
法
則
か
ら
外
れ
、
光
の
な
い
罪
と
死
の
法
則
に
取
り
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
。
生

ま
れ
な
が
ら
の
人
が
人
間
的
な
思
い
で
慈
善
活
動
を
し
て
も
、
仮
に
能
力
的
・
道
徳
的
に
立
派
で
も
、
自

分
の
心
に
平
安
や
天
的
な
歓
喜
が
永
続
し
な
い
な
ら
、や
は
り
、罪
な
る
我
が
思
い
に
囚
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
罪
と
死
の
法
則
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と
悔
い
改
め
て
、

「
主
が
十
字
架
に
よ
っ
て
、
自
分
の
受
け
る
べ
き
裁
き
を
代
わ
り
に
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
」

と
い
う
こ
と
を
、
感
謝
し
て
受
け
取
る
か
ど
う
か
。
主
の
十
字
架
を
感
謝
し
て
受
け
取
る
こ
と
で
、
心
底

悔
い
改
め
て
主
に
降
参
す
る
こ
と
で
、
聖
書
の
扉
は
開
か
れ
、
霊
眼
が
開
か
れ
る
。
そ
う
し
て
、
キ
リ
ス

ト
と
個
人
的
な
繋
が
り
が
出
来
れ
ば
、
幹
に
つ
な
が
れ
た
枝
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
の
聖
霊
の
愛
と
力
が

流
れ
込
ん
で
来
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
主
の
愛
の
働
き
が
他
へ
と
流
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

奥
田
先
生
は
、
聖
書
の
複
数
の
箇
所
を
自
由
自
在
に
引
用
し
な
が
ら
、
上
記
の
よ
う
な
事
を
伝
え
よ
う

と
さ
れ
た
か
と
思
う
。
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（
祈
り
の
集
会
）

２
０
１
９
年
12
月
1
日

先
生
は
、
最
初
に
、

「
こ
の
集
会
は
、
祈
り
の
集
会
で
す
。
聖
霊
に
導
か
れ
た
深
い
祈
り
の
集
会
に
な
る
た
め
に
は
、

各
人
が
お
か
れ
た
場
所
で
一
週
間
祈
り
を
持
っ
て
生
活
し
、
そ
こ
で
の
体
験
を
携
え
て
集
会
に

出
席
す
る
こ
と
で
す
。
特
別
な
用
意
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
生
活
に
お
い
て
積

み
重
ね
ら
れ
た
祈
り
を
も
っ
て
集
う
と
、
自
ず
と
霊
に
満
ち
た
祈
り
の
集
会
に
な
り
ま
す
。
主

様
と
と
も
に
あ
る
毎
日
で
あ
る
な
ら
ば
、
必
ず
祈
り
の
課
題
が
与
え
ら
れ
ま
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
話
し
か
ら
、
ル
カ
伝
21
章
36
節
の
、

「
人
の
子
の
前
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
つ
も
目
を
覚
ま
し
て
祈
り
な
さ
い
。」

コ
ロ
サ
イ
書
４
章
２
節
の
、

「
目
を
覚
ま
し
て
感
謝
を
込
め
、
ひ
た
す
ら
祈
り
な
さ
い
。」

エ
ペ
ソ
書
６
章
18
節
の
、

「
ど
の
よ
う
な
時
に
も
、
霊
に
助
け
ら
れ
て
祈
り
、
願
い
求
め
、
す
べ
て
の
聖
な
る
者
た
ち

の
た
め
に
、
絶
え
ず
目
を
覚
ま
し
て
根
気
よ
く
祈
り
続
け
な
さ
い
。」

な
ど
の
聖
句
が
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
日
常
の
生
活
は
、
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
苦
難・艱
難
が
待
ち
受
け
、

周
り
に
は
厚
い
雲
が
取
り
巻
い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
霊
の
目
を
覚
ま
し
て
絶
え
ず
祈
る
こ
と
、
神

様
と
絶
え
ず
対
話
し
て
い
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。
祈
り
は
、
自
分
の
要
求
を
か
な
え
て
く
だ
さ
い
と

い
う
お
願
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
様
に
全
托
し
て
主
様
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
主
様
の
御
心
が
自
分
に

な
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
願
う
こ
と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
祈
り
が
積
み
重
な
る
と
、
神
様
が
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
大
き
な
道
を
開
い
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
、
自
分
は
十
字
架
に
よ
っ
て
贖
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
常
に
キ
リ
ス
ト
の
守
り
の
中
に
あ
る
こ
と
が

実
感
で
き
、
周
り
を
囲
ん
で
い
た
密
雲
は
十
字
架
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
天
上
か
ら
光
が
差
し
込
み
、
平
安

と
生
命
と
に
溢
れ
る
世
界
へ
と
導
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

「
私
は
、
あ
な
た
を
密
雲
か
ら
解
放
し
て
自
由
に
し
た
の
で
大
丈
夫
だ
、
大
空
を
自
由
に
羽
ば
た

き
、
私
の
与
え
る
困
難
な
使
命
を
喜
ん
で
果
た
す
よ
う
に
」

と
励
ま
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
主
様
が
呼
び
か
け
ら
れ
る
勝
利
宣
言
を
し
っ
か
り
と
受
け
取
り
、
ど
の

よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
も
プ
ラ
ス
と
し
て
、
艱
難
を
乗
り
越
え
て
主
様
の
た
め
に
働
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

引
用
聖
書
（
イ
ザ
ヤ
書
30
章
、
35
章
、
ヤ
コ
ブ
書
４
章
、
マ
タ
イ
伝
８
章
、
ヨ
ハ
ネ
伝
８
章
、
12
章
、
13
章
、
14
章
、

詩
篇
119
篇
130
節
、
箴
言
３
章
、
コ
ロ
サ
イ
書
３
章
、
詩
篇
103
篇
、
コ
リ
ン
ト
後
書
３
章
16
節
以
下
）
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（
家
庭
集
会
が
祈
り
の
拠
点
）

２
０
１
９
年
12
月
15
日

奥
田
先
生
は
、
御
自
宅
の
２
階
で
始
め
ら
れ
た
小
さ
な
家
庭
集
会
が
祈
り
の
拠
点
と
な
り
、
雨
の
日
も

風
の
日
も
聖
日
集
会
が
護
ら
れ
、
そ
の
後
、
現
在
の
集
会
場
に
移
っ
て
今
日
ま
で
、
実
に
47
年
間
続
い
て

い
る
こ
と
に
触
れ
、
し
み
じ
み
、「
そ
の
事
だ
け
で
も
奇
蹟
と
思
う
」
と
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
集
会
を
支

え
る
の
は
「
皆
さ
ん
」
で
あ
り
、
祈
り
の
火
が
燃
え
て
い
る
こ
と
が
大
事
で
、
そ
の
基
盤
は
十
字
架
の
あ

が
な
い
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
。
集
会
と
学
問
と
の
両
立
、
聖
日
集
会
ご
と
の
講
筵
準
備
な
ど
、
大
変
な
ご

苦
労
が
あ
っ
た
は
ず
。
そ
の
お
話
し
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
先
生
は
次
の
よ
う
な
御
言
葉
に
注
目
し
て
話

さ
れ
た
。

1　
「
忍
耐
」（
ヤ
コ
ブ
書
1
・
2
～
4
、
ロ
マ
書
5
・
1
～
11
）

試
練
と
忍
耐
、い
ず
れ
も
重
い
課
題
だ
が
、試
練
に
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の
人
の「
信
」が
た
め
さ
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
の
生い
の
ち命

を
頂
い
た
者
は
、
上
か
ら
の
力
を
受
け
て
、
御
言
葉
が
生
活
の
中
に
活
き
活
き
と
実
践

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
こ
の
「
信
」
を
頂
い
て
、
艱
難
、
忍
耐
、
練
達
そ
し
て
希
望
へ
と
進
み
、

キ
リ
ス
ト
を
歓
ぶ
者
と
さ
れ
た
い
。
聖
書
は
人
生
の
応
援
歌
で
あ
り
、
い
の
ち
を
与
え
る
書
で
あ
る
。

2  

「
我
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
り
」（
ガ
ラ
テ
ヤ
書
2
・
20
、
21
、
ロ
マ
書
8
・
26
～

39
、
コ
リ
ン
ト
前
書
1
・
18
～
25
）

ガ
ラ
テ
ヤ
書
2
章
20
節
以
下
を
、
い
つ
も
生
活
の
根
底
に
す
る
こ
と
、
こ
の
御
言
葉
を
心
に
響
か
せ
て

い
る
こ
と
。
讃
美
歌
121
番
「
馬ま
ぶ
ね槽

の
な
か
に
」
を
深
く
歌
う
こ
と
。
ロ
マ
書
8
章
後
半
に
あ
る

「
私
た
ち
を
キ
リ
ス
ト
の
愛
か
ら
離
れ
さ
せ
る
も
の
は
何
も
な
い
。」

と
の
パ
ウ
ロ
の
叫
び
を
し
っ
か
り
受
け
取
り
た
い
。

3　
「
人
、
新
た
に
生
れ
ず
ば
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
1
・
12
、
13
、
同
3
・
1
～
21
、
31
～
36
、
同
13
・
34
、
35
）

キ
リ
ス
ト
に
よ
り
新
生
を
頂
い
た
私
た
ち
は
神
の
言
を
語
る
天
国
人
で
あ
る
。
肉
の
願
い
に
よ
ら
ず
、

人
の
願
い
に
よ
ら
ず
、
た
だ
神
に
よ
り
て
生
れ
し
者
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
私
た
ち
に
キ
リ
ス
ト
は
、

「
生
け
る
望
み
を
懐い
だ

か
せ
、
朽
ち
ず
汚
れ
ず
萎し
ぼ

ま
ざ
る
嗣し
ぎ
ょ
う業

」

を
継
が
せ
て
く
だ
さ
る
（
ペ
テ
ロ
前
書
1
・
3
～
4
）。
霊
と
心
を
一
つ
に
し
て
聖
霊
の
賜
う
一
致
を
証
あ
か
しし
て

い
き
た
い
。

4　
「
今
年
の
標
語
と
課
題
を
振
り
返
っ
て
」

「
聖
書
を
生
き
る
、
キ
リ
ス
ト
を
生
き
る
」、「
一
年
に
一
人
を
（
キ
リ
ス
ト
に
導
く
）、
一
年
に
一
人
に
（
キ

リ
ス
ト
を
伝
え
る
）」
を
、
今
後
も
各
自
の
立
場
で
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

講
演
の
要
旨
と
聖
書
箇
所

ヨ
ハ
ネ
伝
３
章
の
「
イ
エ
ス
と
ニ
コ
デ
モ
と
の
対
話
」
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
ま
れ
な
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が
ら
の
ま
ま
の
人
間
（「
肉
」
な
る
存
在
）
は
、
新
し
く
「
天
の
次
元
（「
霊
」）
の
生い
の
ち命

」
を
頂
か
な
い
と
、

肉
体
の
生
命
の
終
り
で
あ
る
「
死
」
で
も
っ
て
終
っ
て
し
ま
う
。

天
界
（
神
の
実
在
界
）
よ
り
降
臨
し
た
イ
エ
ス
は
、「
死
」
を
も
っ
て
終
ら
な
い
「
霊
的
生
命
」（
永
遠
の
生
命
）

を
与
え
よ
う
と
し
て
不
思
議
な
業
（
奇
跡
）
と
権
威
あ
る
言
葉
（
霊
言
）
を
も
っ
て
「
神
の
愛
」
を
示
し
、「
神

の
国
」（
永
遠
界
・
実
在
界
）
を
体
現
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
宗
教
的
敵
対
者
の
陰
謀
と
、
そ
れ
に
扇
動
さ

れ
た
民
衆
に
よ
っ
て
、
十
字
架
刑
と
い
う
残
酷
極
ま
り
な
い
刑
を
受
け
、
命
を
奪
わ
れ
た
。

祈
れ
ば
ま
ば
ゆ
い
姿
に
変
貌
し
、
直
ち
に
天
界
に
入
る
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
エ
ス
が
、
そ
の
十
字
架
の
死

に
お
い
て
「
人
々
（
我
々
人
間
）
の
罪
」（
神
に
対
す
る
反
逆
・
自
己
中
心
な
る
罪
）
を
背
負
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

贖
罪
の
大
業
を
果
た
し
た
イ
エ
ス
は
、
ま
ば
ゆ
い
栄
光
の
姿
で
顕
現
し
た
。
イ
エ
ス
は
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の

み
な
ら
ず
、
全
人
類
の
過
去
お
よ
び
現
在
並
び
に
将
来
の
全
人
類
の
罪
過
を
一
身
に
背
負
っ
て
「
贖
罪
の

大
業
」
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
か
、
拒
む
か
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
。
ヨ
ハ
ネ
伝
3
章
16
節
～
21
節
は
、
そ
の
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

更
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、天
界
に
在
り
給
う「
霊
な
る
イ
エ
ス
（
み
た
ま
の
キ
リ
ス
ト
）」は
、今
も
な
お
、「
御

名
を
呼
び
求
め
る
者
」
の
傍
近
く
臨
在
し
て
く
だ
さ
り
、慰
め
、励
ま
し
、力
づ
け
、導
い
て
く
だ
さ
る
「
救

い
主
・
助
け
主
・
導
き
の
主
」
で
あ
る
。

イ
エ
ス
の
言
・
行
か
ら

1　
癒
し

百
人
隊
長
の
僕
を
癒
す
（
マ
タ
イ
伝
8
章
5
～
13
節
、
ル
カ
伝
7
章
1
～
10
節
）

や
も
め
の
息
子
を
生
き
返
ら
せ
る
（
ル
カ
伝
7
章
11
～
17
節
）

ラ
ザ
ロ
を
生
き
返
ら
せ
る
（
ヨ
ハ
ネ
伝
11
章
１
～
44
節
）

ヤ
イ
ロ
の
娘
を
生
き
返
ら
せ
る
（
マ
ル
コ
伝
5
章
21
～
43
節
、
ル
カ
伝
8
章
40
～
56
節
）

2　
慰
め

「
健
か
な
る
者
は
医
者
を
要
せ
ず
、た
だ
病
め
る
者
こ
れ
を
要
す
」（
マ
タ
イ
伝
9
章
9
～
13
節
、

マ
ル
コ
伝
2
章
13
～
17
節
、
ル
カ
伝
5
章
27
～
32
節
）

「
凡
て
労
す
る
者
・
重
荷
を
負
ふ
者
、
わ
れ
に
来
れ
、
わ
れ
汝
ら
を
休
ま
せ
ん
」（
マ
タ
イ
伝

11
章
25
～
30
節
、
ル
カ
伝
10
章
21
～
24
節
）

3　
復
活
し
て
顕
現
し
た
イ
エ
ス
、「
マ
リ
ヤ
よ
」「
ラ
ボ
ニ
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
20
章
16
節
）

　
　
エ
マ
オ
へ
の
途
上
に
お
け
る
旅
人
の
姿
の
イ
エ
ス
（
ル
カ
伝
24
章
13
節
以
下
）


